
釈大典『唐詩解頤』の特殊な訓読について

— （（ —

釈
大
典
『
唐
詩
解
頤
』
の
特
殊
な
訓
読
に
つ
い
て

─
徂
徠
の
詩
読
解
を
受
け
継
ぐ
も
の
─

佐
藤　
　

進

一
、
補
読
と
補
入

『
唐
詩
選
』
巻
六
「
五
言
絶
句
」
の
な
か
の
孟
浩
然
「
送
朱
大
入
秦
」
を
最
も
流
布
し
た
服
部
南
郭
の
訓
点
で
読
み
下
す
と
以
下
の
よ
う
に
な

る
。

送
朱
大
入
秦 

朱
大
が
秦
に
入
る
を
送
る

遊
人
武
陵
去
、 

遊
人　

武
陵
に
去
る

寶
劍
直
千
金
。 

寶
劍　

直
千
金

分
手
脫
相
贈
、 

手
を
分
つ
と
き　

脫
し
て
相
ひ
贈
る

平
生
一
片
心
。 

平
生　

一
片
の
心

こ
の
詩
を
、
釈
大
典
の
『
唐
詩
選
』
訓
点
本
で
あ
る
『
唐
詩
解
頤
』
は
以
下
の
よ
う
に
訓
読
す
る
。
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遊
人　

五
陵
に
去
る
（
南
郭
本
は
「
武
陵
」
に
作
る
が
大
典
本
は
「
五
陵
」
に
訂
正
す
る
（

寶
劍　

直
千
金
な
る
を

分
手
に
臨
ん
で
劍
を
脫
し
て
相
ひ
贈
る

以
て
平
生
一
片
の
心
を
見
（
あ
ら
（
わ
す
（
大
典
の
挟
注
に
「
三
句
一
連
」
と
い
う
（

多
少
散
文
的
な
読
み
方
に
は
な
る
が
、
詩
意
を
理
解
す
る
に
は
こ
の
ほ
う
が
容
易
で
あ
る
。
こ
う
し
た
訓
読
を
す
る
た
め
に
、『
唐
詩
解
頤
』

は
原
文
の
転
句
と
結
句
に
以
下
の
よ
う
な
挿
入
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。

【
臨
】
分
手
脫
【
劍
】
相
贈

【
以
見
】
平
生
一
片
心

 具
体
的
に
は
画
像
に
見
え
る
よ
う
に
、
双
行
割
り
注
と
は
異
な
る
区
切
り
が
施
さ
れ
、
挿
入
で
あ
る
こ
と
が
一
見
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
も
、
挿
入
に
よ
っ
て
訓
読
の
語
順
が
変
わ
る
こ
と
を
示
す
新
た
な
返
り
点
と
、
新
た
な
送
り
仮
名
を
も
添
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

漢
文
訓
読
に
お
い
て
、
日
本
語
の
助
詞
や
助
動
詞
や
活
用
語
尾
な
ど
、
漢
文
の
原
文
に
な
い
言
葉
を
補
っ
て
訓
読
す
る
こ
と
を
「
補
読
」
と
い
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う
。『
唐
詩
解
頤
』
の
訓
法
も
原
文
に
な
い
言
葉
を
補
う
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
補
読
の
一
種
で
は
あ
る
が
、
一
般
に
言
う
補
読
は
和
語
で

も
っ
て
原
文
外
の
語
を
補
う
の
が
普
通
で
あ
る
の
に
対
し
、『
唐
詩
解
頤
』
の
場
合
は
原
文
に
漢
字
の
語
句
を
挿
入
す
る
。
し
た
が
っ
て
、『
唐
詩

解
頤
』
の
訓
法
の
意
図
を
分
析
し
、
そ
の
源
流
を
検
討
す
る
本
論
に
お
い
て
は
、
一
般
の
補
読
と
は
区
別
し
て
こ
れ
を
「
補
入
」
と
呼
ん
で
論
を

進
め
る
。

二
、
大
典
の
略
歴

釈
大
典
の
経
歴
に
つ
い
て
は
小
畠
文
鼎
『
大
典
禪
師
』（
昭
和
二
年
・
福
田
宏
一
刊
（
に
詳
し
い
。
以
下
そ
れ
に
も
と
づ
き
、
著
述
を
中
心
に

略
年
譜
風
に
叙
述
す
る
。

享
保
四
年
（
一
七
一
九
年
（
五
月
九
日
に
誕
生

俗
姓
今
堀
氏
、
幼
名
は
大
次
郎
、
諱
は
顯
常
、
大
典
は
号
。
別
号
に
蕉
中
、
東
湖
な
ど
。
出
生
地
は
近
江
国
神
崎
郡
伊
庭
郷
（
今
の
滋
賀

県
東
近
江
市
伊
庭
町
（。
自
著
を
「
淡
海
竺
顯
常
」
の
名
で
出
す
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
居
処
を
小
雲
楼
と
い
う
。

享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
年
（　

十
歳

正
月
一
九
日
、
荻
生
徂
徠
卒
。

八
月
二
五
日
、
京
都
相
国
寺
塔
頭
慈
雲
庵
に
投
じ
、
独
峰
和
尚
に
侍
す
。

享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
年
（　

十
一
歳

三
月
二
〇
日
、
独
峰
和
尚
に
よ
っ
て
剃
髪
得
度
。
こ
の
と
き
幼
名
「
大
次
郎
」
を
僧
名
「
顯
常
」
に
改
め
る
。

得
度
以
来
、
禅
宗
の
講
究
の
か
た
わ
ら
、
徂
徠
門
下
の
釈
大
潮
（
一
六
七
六
年
─
一
七
六
八
年
（
や
、
大
潮
の
門
下
で
近
江
の
先
達
で
あ

る
宇
野
明
霞
（
一
六
九
八
年
─
一
七
四
五
年
（
に
師
事
し
て
語
文
の
学
を
治
め
る
。
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延
享
二
年
（
一
七
四
五
年
（　

二
七
歳

四
月
一
七
日
、
宇
野
明
霞
卒
。

六
月
、
独
峰
和
尚
の
退
隠
に
と
も
な
い
、
相
国
寺
塔
頭
慈
雲
庵
を
住
持
す
る
。

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
年
（　

三
〇
歳

四
月
一
四
日
、
夏
安
居
の
行
を
修
め
（
結
制
（、
本
山
相
国
寺
に
お
い
て
秉
払
（
ひ
ん
ほ
つ
（
式
を
行
な
い
、
諸
山
の
住
持
に
代
わ
っ
て

説
法
を
す
る
資
格
の
あ
る
法
階
に
昇
っ
た
。

十
月
、『
明
霞
先
生
遺
稿
』
を
編
次
し
て
刊
行
。

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
年
（　

三
八
歳

九
月
一
三
日
、
本
師
独
峰
和
尚
寂
滅
。

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
年
（　

四
一
歳

二
月
一
二
日
、
慈
雲
庵
を
退
き
寺
務
を
離
れ
て
郊
外
に
閑
居
し
、
以
後
十
三
年
ほ
ど
読
書
と
著
述
に
専
念
。

宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
年
（　

四
三
歳

九
月
、『
昨
非
集
』
刊
行
。

宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
年
（　

四
四
歳

冬
、『
世
説
鈔
撮
』
刊
行
。

宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
年
（　

四
五
歳

三
月
、『
詩
語
解
』
刊
行
。

明
和
五
年
（
一
七
六
八
年
（　

五
十
歳

八
月
二
二
日
、
釈
大
潮
寂
滅
。
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安
永
元
年
（
一
七
七
二
年
（　

五
四
歳

四
月
二
三
日
、
慈
雲
庵
に
帰
庵
。

五
月
、『
世
説
鈔
撮
補
』『
文
語
解
』
刊
行
。

九
月
、『
学
語
編
』
刊
行
。

安
永
二
年
（
一
七
七
三
年
（　

五
五
歳

九
月
、『
尺
牘
式
』
刊
行

安
永
三
年
（
一
七
七
四
年
（　

五
六
歳

二
月
、『
茶
経
詳
説
』
刊
行
。

六
月
、『
唐
詩
集
注
』
刊
行
。

安
永
五
年
（
一
七
七
六
年
（　

五
八
歳

三
月
、『
唐
詩
解
頤
』
刊
行
。

安
永
六
年
（
一
七
七
七
年
（　

五
九
歳

五
月
、『
小
雲
楼
手
簡
初
編
』
刊
行
。

安
永
七
年
（
一
七
七
八
年
（　

六
〇
歳

九
月
、
五
山
に
設
定
さ
れ
て
い
た
「
碩
学
」
に
抜
擢
さ
れ
、
終
身
俸
禄
を
受
領
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
幕
府
の
外
交
文
書
を
掌
る
朝

鮮
修
文
職
に
任
じ
ら
れ
る
。

安
永
八
年
（
一
七
七
九
年
（　

六
一
歳

八
月
五
日
、
本
寺
相
国
寺
に
入
寺
す
る
（
視
篆
（。

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
年
（　

六
二
歳



日本漢文学研究 11

— （0 —

こ
の
年
、
五
山
碩
学
・
朝
鮮
修
文
職
の
解
免
を
申
請
し
た
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

天
明
元
年
（
一
七
八
一
年
（　

六
三
歳

五
月
二
二
日
、
朝
鮮
修
文
職
の
職
責
と
し
て
対
馬
に
到
着
、
居
処
「
以
酊
庵
」
に
住
む
。

天
明
三
年
（
一
七
八
三
年
（　

六
五
歳

七
月
八
日
、
対
馬
で
の
任
期
を
満
了
し
て
相
国
寺
に
帰
山
。
た
だ
、
そ
の
後
晩
年
に
到
る
ま
で
、
朝
鮮
通
信
使
饗
応
の
簡
略
化
（
対
馬
で

接
遇
す
る
案
（
を
目
指
す
松
平
定
信
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
、
し
ば
し
ば
江
戸
城
に
お
も
む
い
て
相
談
に
あ
ず
か
っ
た
。

天
明
四
年
（
一
七
八
四
年
（　

六
六
歳

正
月
、『
尺
牘
式
補
遺
』
刊
行
。

三
月
、『
聯
句
式
』『
初
学
文
譚
』
刊
行
。

天
明
五
年
（
一
七
八
五
年
（　

六
七
歳

正
月
二
四
日
、
こ
の
日
付
で
南
禅
寺
住
職
の
命
を
受
け
、
紫
衣
の
法
階
に
昇
っ
た
（
改
衣
（。

天
明
七
年
（
一
七
八
七
年
（　

六
九
歳

正
月
、『
皇
朝
事
苑
』
刊
行
。

九
月
、『
小
雲
楼
手
簡
第
二
編
』
刊
行
。

天
明
八
年
（
一
七
八
八
年
（　

七
〇
歳

正
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
天
明
大
火
災
。
旧
臘
か
ら
朝
鮮
通
信
使
問
題
で
江
戸
出
府
し
て
お
り
、
帰
洛
し
て
、
禅
師
の
慈
雲
庵
も
全
焼
し

た
こ
と
を
知
る
。

四
月
、
諸
家
に
儒
仏
の
典
籍
の
寄
贈
を
乞
い
、
汲
古
閣
本
『
二
十
一
史
』『
淵
鑑
類
函
』
等
、
数
百
部
を
集
め
た
。

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
年
（　

七
一
歳
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五
月
、
慈
雲
寺
再
興
な
る
。

寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
年
（　

七
二
歳

正
月
、『
小
雲
楼
詠
物
詩
』
刊
行
。

五
月
、
自
著
『
唐
詩
解
頤
』
を
講
義
。

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
年
（　

七
四
歳

二
月
一
日
、
自
著
『
唐
詩
解
頤
』
の
講
義
を
継
続
。

四
月
、
徂
徠
の
『
文
変
』
に
な
ら
っ
た
『
続
文
変
』
を
刊
行
。

五
月
、『
北
禅
文
草
』、
宇
野
明
霞
兄
弟
の
『
左
伝
考
』
を
刊
行
。

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
年
（　

七
五
歳

四
月
、『
世
説
新
語
補
鈔
撮
集
成
』
刊
行
。

七
月
、、『
北
禅
詩
草
』
刊
行
。

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
年
（　

七
六
歳

三
月
、『
小
雲
楼
手
簡
第
三
編
』
刊
行
。

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
年
（　

七
七
歳

六
月
、『
小
雲
楼
手
簡
第
四
編
』
刊
行
。

九
月
、『
四
書
越
爼
』
刊
行
。

寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
年
（　

八
〇
歳

こ
の
年
、
宇
野
明
霞
の
『
論
語
考
』
を
校
訂
再
刻
。

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
年
（　

八
一
歳



日本漢文学研究 11

— （（ —

三
月
、『
詩
家
推
敲
』
を
刊
行
。

寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
年
（　

八
二
歳

五
月
、『
唐
詩
解
頤
補
遺
』
を
刊
行
。
ま
た
『
補
遺
』
を
合
冊
し
た
『
唐
詩
解
頤
』
を
再
刻
。

同
月
、『
初
学
文
軌
』
を
刊
行
。

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
年
（　

八
三
歳

二
月
八
日
、
大
典
禅
師
寂
滅
、
慈
雲
院
に
葬
ら
れ
た
。

三
、
大
典
の
学
統

大
典
が
師
と
仰
い
だ
の
は
略
歴
に
記
し
た
よ
う
に
、
釈
大
潮
と
宇
野
明
霞
の
二
人
で
あ
っ
た
。

釈
大
潮
に
つ
い
て
は
、
中
島
吉
郎
『
佐
賀
先
哲
叢
話
』（
木
下
泰
山
堂
、
一
九
〇
二
年
（
や
鷲
尾
順
敬
『
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』（
光
融
館
、
一

九
一
一
年
再
刊
（
な
ど
に
簡
単
な
紹
介
が
あ
る
が
（
と
も
に
国
立
国
会
図
書
館
で
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
公
開
し
て
い
る
（、
唐
話
を
よ
く
す
る
禅
僧

と
し
て
の
紹
介
は
石
崎
又
造
『
近
世
日
本
に
於
け
る　

支
那
俗
語
文
学
史
』（
一
九
四
〇
年
、
弘
文
堂
。
再
刊
は
一
九
六
七
年
、
清
水
弘
文
堂
書

房
（
に
詳
し
い
。（

注
一
（

大
潮
、
俗
姓
諫
早
氏
、
諱
は
元
皓
、
字
は
月
枝
、
号
は
大
潮
、
ま
た
魯
寮
。
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
年
（、
肥
前
松
浦
に
生
ま
れ
る
。
十
六
歳

で
肥
前
蓮
池
龍
津
寺
の
化
霖
和
尚
に
入
門
、
二
十
一
歳
で
上
洛
し
、
明
国
渡
来
僧
の
黄
檗
山
萬
福
寺
第
四
代
住
持
を
退
隠
し
て
い
た
独
湛
性
瑩
に

つ
い
て
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
龍
津
寺
に
帰
山
し
、
元
禄
末
年
、
長
崎
に
お
い
て
唐
話
学
者
上
野
玄
貞
に
唐
話
を
学
び
（
玄
貞
は
国
思
靖
と
呼
ば

れ
、
岡
島
冠
山
や
雨
森
芳
洲
も
門
人
で
あ
っ
た
（、
三
十
歳
で
再
び
黄
檗
山
に
上
っ
て
訳
事
し
た
。
翌
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
年
（
江
戸
に
出
て

徂
徠
と
交
わ
り
、
徂
徠
や
そ
の
門
人
に
唐
音
を
教
え
た
と
い
う
。



釈大典『唐詩解頤』の特殊な訓読について

— （（ —

江
戸
に
在
る
こ
と
約
八
年
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
年
（
に
一
旦
肥
前
に
帰
る
お
り
に
、
徂
徠
は
文
を
序
し
て
「
予
ま
た
華
音
を
魯
子
に
学

ぶ
」
と
書
い
て
い
る
（「
送
魯
子
帰
清
西
序
」『
支
那
俗
語
文
学
史
』
に
よ
る
（。
肥
前
に
帰
っ
て
も
し
ば
し
ば
上
洛
し
、
享
保
二
十
年
（
一
七
三

五
年
（
に
は
黄
檗
山
内
の
竹
林
院
に
住
し
て
、
元
文
五
年
十
一
月
（
一
七
四
〇
年
（
に
ま
た
肥
前
に
帰
る
ま
で
、
六
年
近
く
京
都
に
お
り
、
そ
の

間
に
宇
野
明
霞
や
大
典
が
從
学
し
た
ら
し
い
。
大
典
の
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
の
初
期
ま
で
、
最
も
吸
収
力
の
あ
る
年
頃
に
教
え
を
受
け
た
の
で

あ
る
。
唐
話
も
学
ん
だ
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
以
下
の
よ
う
な
学
問
の
骨
格
に
な
る
こ
と
を
学
ん
だ
こ
と
は
、
そ
の
後
の
大
典
の
読
書
や

著
述
を
見
て
ゆ
く
上
で
参
考
に
な
る
。

大
潮
が
最
後
に
肥
前
に
戻
っ
て
か
ら
後
に
（
時
期
は
『
大
典
禅
師
』
に
お
け
る
推
定
（、
大
典
が
提
出
し
た
質
問
に
対
し
て
、
大
潮
が
回
答
を

与
え
た
「
答
問
」
が
『
魯
寮
文
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
問
は
学
ぶ
べ
き
外
典
の
文
章
と
し
て
何
を
標
準
に
考
え
る
べ
き
か
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
六
経
の
ほ
か
に
司
馬
遷
を
規
範
に
せ
よ
と
の
回
答
を
与
え
た
。
第
二
問
は
老
子
荘
子
列
子
と
禅
宗
の
関
係
を
い
か
に
捉
え
る
か
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
精
神
的
に
は
禅
宗
が
優
位
で
あ
る
が
、
諸
子
の
言
辞
は
習
得
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
際
に
拠
る
べ
き
注
釈
は
何
か
と
い
う

回
答
を
与
え
た
。
第
三
問
は
楞
厳
経
や
円
覚
経
な
ど
の
仏
典
の
研
究
法
を
尋
ね
る
も
の
で
あ
り
、
仏
典
を
学
ぶ
順
序
は
俱
舎
か
ら
始
め
て
、
唯

識
、
三
論
、
起
信
論
に
円
覚
経
、
そ
し
て
楞
厳
経
と
法
華
経
に
至
る
べ
き
で
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
る
べ
き
注
釈
は
何
か
と
い
う
回
答
を
与
え

た
（
以
上
は
『
大
典
禅
師
』
に
よ
る
（。

大
潮
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
年
（、
大
典
五
十
歳
の
と
き
に
、
享
年
九
十
三
歳
で
入
滅
し
た
。

宇
野
明
霞
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
原
念
斎
『
先
哲
叢
談
』
に
巻
七
に
十
条
の
紹
介
が
あ
る
。

明
霞
、
字
は
士
新
、
宇
野
姓
を
宇
と
裁
し
て
宇
と
名
乗
り
、
宇
士
新
と
も
呼
ば
れ
る
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
年
（
生
、
延
享
二
年
（
一
七

四
五
年
（
卒
。『
先
哲
叢
談
』
第
一
条
に
は
「
始
め
章
句
を
向
井
滄
洲
（
名
は
三
省
、
字
は
子
魯
（
に
受
け
、
後
、
師
承
す
る
所
無
し
」
と
い

う
。
東
洋
文
庫
本
『
先
哲
叢
談
』（
源
了
圓
・
前
田
勉
訳
注
（
の
注
に
よ
れ
ば
、
向
井
滄
洲
は
、
一
六
六
六
年
生
一
七
三
一
年
卒
、
摂
津
の
人
、

木
下
順
庵
門
で
あ
る
。
順
庵
に
は
木
門
十
哲
と
い
う
十
人
の
俊
才
が
数
え
ら
れ
る
が
、
向
井
滄
洲
は
そ
の
一
人
で
あ
る
（『
先
哲
叢
談
』
木
下
順
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庵
第
六
条
（。
第
一
条
に
は
師
承
の
な
い
こ
と
を
い
う
が
、
第
三
条
に
は
「
士
新
、
李
（
攀
竜
（
王
（
世
貞
（
を
奉
じ
て
古
文
辞
を
善
く
す
。
然

れ
ど
も
徂
徠
・
南
郭
が
輩
の
作
（
な
（
す
所
と
其
の
趣
を
殊
に
す
。
初
め
大
潮
禅
師
が
指
授
を
得
」
と
、
釈
大
潮
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
い
い
、

ま
た
、「
而
し
て
近
時
又
大
典
、
能
文
を
以
て
一
時
に
聞
ゆ
。
此
の
二
釈
、
緇
林
に
泰
斗
た
る
に
論
勿
し
。
之
を
操
觚
者
流
に
求
む
る
も
、
亦
得

易
か
ら
ざ
る
な
り
。
而
し
て
一
は
則
ち
士
新
に
伝
え
、
一
は
則
ち
士
新
に
受
く
」
と
い
い
、
大
潮
か
ら
明
霞
に
伝
え
ら
れ
、
明
霞
か
ら
大
典
に
伝

え
ら
れ
た
師
承
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
だ
、『
大
典
禅
師
』
は
こ
の
見
解
に
疑
義
を
呈
し
、
大
典
に
と
っ
て
は
「（
大
潮
禅
師
の
（
誘
掖

の
効
果
は
、
時
間
空
間
に
通
じ
、
士
新
の
そ
れ
に
比
し
て
、
偉
大
な
も
の
あ
り
と
推
測
す
る
に
難
く
は
な
い
」
と
し
て
、
大
潮
か
ら
直
接
受
け
た

影
響
の
方
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

ま
た
、
徂
徠
と
の
関
係
な
ど
は
石
見
輝
彦
「
宇
野
明
霞
の
『
語
辞
解
』
に
つ
い
て
」（『
汲
古
』
第
五
号
、
一
九
八
四
年
五
月
（
に
手
際
の
良
い

記
述
が
あ
る
の
で
下
に
引
用
す
る
。

「
家
は
運
漕
を
業
と
し
て
い
た
た
め
、
学
に
志
す
も
京
都
に
あ
っ
て
祖
先
か
ら
の
学
的
な
素
養
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
人
に
誹
ら
れ
、
三
歳
年
下

の
弟
士
朗
と
と
も
に
勉
励
し
て
い
る
う
ち
に
、
二
十
歳
を
す
ぎ
た
頃
、
荻
生
徂
徠
の
『
文
戒
』
を
読
み
徂
徠
に
私
淑
す
る
に
い
た
る
。
明
霞
自
身

は
病
弱
な
体
質
で
あ
っ
た
た
め
に
遠
遊
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
弟
が
江
戸
へ
東
遊
し
徂
徠
の
門
を
た
た
く
こ
と
に
な
る
。
士
朗
も
京
都
に
帰
り
、

宇
野
兄
弟
は
書
を
通
じ
て
徂
徠
を
慕
い
、
徂
徠
と
交
遊
が
あ
り
徂
徠
学
を
関
西
や
九
州
方
面
ま
で
広
め
た
と
さ
れ
る
大
潮
禅
師
か
ら
も
文
章
の
添

削
を
受
け
る
が
、
や
が
て
享
保
十
三
年
に
徂
徠
が
没
し
、
三
年
後
の
享
保
十
六
年
に
は
宇
野
士
朗
ま
で
も
が
三
十
一
歳
の
若
さ
で
逝
去
し
て
し
ま

う
（
以
上
『
明
霞
先
生
遺
稿
』
巻
之
三
「
奉
奇
物
先
生
」
題
引
、
同
巻
之
六
「
録
士
朗
遺
稿
序
」、
同
巻
之
八
「
復
田
文
瑟
書
」
に
よ
る
（。

そ
の
後
の
宇
野
明
霞
は
ま
す
ま
す
部
屋
に
籠
り
心
を
潜
め
て
書
を
読
み
、
奇
士
と
の
評
判
を
高
く
し
て
い
た
こ
と
は
、
明
霞
四
十
五
歳
の
寛
保

二
年
の
風
評
と
し
て
太
宰
春
台
の
「
対
客
論
文
」
に
明
霞
が
徂
徠
を
誹
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
と
も
に
述
べ
て
あ
る
（『
斥
非
』
附
録
、
及
び

『
春
台
先
生
紫
芝
園
後
稿
』
巻
之
十
五
所
収
（。
し
か
し
普
段
か
ら
病
弱
だ
っ
た
明
霞
は
延
享
二
年
四
月
十
七
日
、
四
十
八
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
て

し
ま
う
。
釈
大
典
は
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
」
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大
典
は
、
明
霞
の
没
後
、
遺
嘱
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
『
明
霞
先
生
遺
稿
』
を
刊
行
し
（
一
七
四
八
年
（、
明
霞
兄
弟
の
『
左
伝
考
』
を
刊
行

し
（
一
七
九
二
年
（、
明
霞
の
『
論
語
考
』
を
校
訂
再
刻
し
た
（
一
八
〇
〇
年
（。
そ
の
ほ
か
、
明
霞
の
『
語
辞
解
』
を
敷
衍
整
理
し
た
と
さ
れ
る

助
辞
工
具
書
の
『
詩
語
解
』（
一
七
六
三
年
（、『
文
語
解
』（
一
七
七
二
年
（
を
刊
行
し
た
。

こ
の
う
ち
、『
文
語
解
』
は
そ
の
「
凡
例
」
冒
頭
に
「
此
ノ
書
ハ
宇
士
新
ノ
語
辞
解
ヲ
修
補
ス
ル
ナ
リ
」
と
し
て
お
り
、
ま
た
石
見
輝
彦
「
宇

野
明
霞
の
『
語
辞
解
』
に
つ
い
て
」
に
見
え
る
『
語
辞
解
』
の
内
容
と
照
ら
し
て
も
、
確
か
に
明
霞
の
説
を
補
修
し
た
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
『
詩
語
解
』
に
つ
い
て
は
、
明
霞
の
門
弟
片
山
北
海
の
「
序
」
お
よ
び
菅
原
世
長
の
「
跋
」
に
明
霞
の
志
を
継
い
だ
も
の
と
の
記
述
は
見
え

る
が
、
大
典
本
人
の
「
題
引
」
に
は
宇
士
新
の
名
は
見
え
な
い
。
あ
ま
つ
さ
え
、
明
霞
の
『
語
辞
解
』
は
和
文
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大

典
の
『
詩
語
解
』
は
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
も
修
補
と
い
う
の
に
は
、
た
め
ら
い
を
感
じ
る
。
ち
な
み
に
、「
宇
野
明
霞
の
『
語
辞

解
』
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
石
見
輝
彦
氏
が
『
詩
語
解
』
に
つ
い
て
一
言
半
句
も
言
及
し
な
か
っ
た
の
は
見
識
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。（

注
二
（

四
、『
唐
詩
解
頤
』
の
書
誌

『
唐
詩
解
頤
』
は
安
永
五
年
が
初
刊
で
あ
る
が
、
寛
政
一
二
年
の
再
刊
本
は
補
遺
が
合
冊
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
の
架
蔵
本
も
寛
政
一
二
年
再
刊

本
で
あ
る
。『
唐
詩
解
頤
』
に
は
近
年
の
縮
刷
影
印
本
は
な
い
の
で
、
以
下
に
書
誌
を
記
す
。

木
版
、
四
周
単
辺
、
内
框
十
八
糎
×
十
二
．
七
糎
、
半
葉
十
行
、
本
文
一
行
大
字
十
八
字
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
、
注
双
行
小
字
、
大
字
二
字

に
小
字
三
字
前
後
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
、
上
白
口
、
書
名
「
唐
詩
解
頤
」、
上
黒
魚
尾
、
横
線
山
形
線
、
中
縫
「
序
」「
李
序
」「
目
録
」
巻
一

「
五
古
」
巻
二
「
七
古
」
巻
三
「
五
律
」
巻
四
「
排
律
」
巻
五
「
七
律
」
巻
六
「
五
絶
」
巻
七
「
七
絶
」、
下
白
口
、
丁
数
、
厚
表
紙
、
前
紙
裏
左

半
分
に
書
名
「
詩
解
頤
」
右
半
分
に
「
東
叡
王
府
蔵
版
」「
翻
刻
必
究
」
の
朱
篆
、
四
針
眼
針
法
、
大
き
さ
二
十
二
糎
×
十
五
．
三
糎
、
序
跋
は

巻
首
に
菅
原
世
長
「
題
辞
」
一
葉
（
安
永
丙
申
三
月
丁
丑
（、「
自
叙
」
二
葉
、「
李
于
鱗
序
」
一
葉
、
刊
記
は
巻
七
末
に
「
安
永
五
年
丙
申
三
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月
」（

注
三
（、

補
遺
末
に
「
寛
政
十
二
年
庚
申
五
月　

竺
常
識
」
の
識
語
、
後
表
紙
裏
に
「
平
安　

田
原
勘
兵
衛
」、
全
二
冊
、
第
一
冊
は
題
辞
・

自
叙
・
李
于
鱗
序
・
目
録
の
五
丁
、
巻
一
「
五
古
」
六
丁
、
巻
二
「
七
古
」
二
十
丁
、
巻
三
「
五
律
」
十
七
丁
、
巻
四
「
排
律
」
十
七
丁
、
第
二

冊
は
巻
五
「
七
律
」
二
十
三
丁
、
巻
六
「
五
絶
」
十
二
丁
、
巻
七
「
七
絶
」
三
十
二
丁
、「
補
遺
」
九
丁
。

近
年
の
影
印
本
は
な
い
が
、
明
治
に
な
っ
て
和
装
写
真
製
版
の
本
が
出
た
。
筆
者
の
架
蔵
は
「
浪
華
書
肆　

嵩
山
堂
出
版
」
の
も
の
で
四
冊

本
。
刊
年
の
記
載
は
な
い
が
奥
付
け
に
版
元
の
広
告
が
あ
り
、「
東
京
帝
国
大
学
・
京
都
帝
国
大
学
・
高
等
師
範
学
校
・
第
一
高
等
学
校
・
学
習

院
・
帝
国
図
書
館　

御
用
書
肆
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
中
で
は
成
立
が
も
っ
と
も
遅
い
京
都
帝
国
大
学
開
学
の
明
治
三
〇
年
以
後
の
印
刷
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
近
代
書
誌
近
代
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
明
治
四
〇
年
開
業
京
都
彙
文
堂
刊
行
の
影
印
本
の
書
誌
情
報
と

六
枚
の
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。（

注
四
（

さ
ら
に
、
初
版
本
の
全
葉
が
見
た
け
れ
ば
、
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
古
典
籍
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
佐
野
文
庫
に
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
て
便
利
で
あ
る
。（

注
五
（

五
、
大
典
補
入
の
体
例

本
論
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、『
唐
詩
解
頤
』
は
『
唐
詩
選
』
の
原
詩
に
、
取
意
の
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
字
句
を
補
入
し
た
う
え
で
訓

点
を
打
ち
な
お
し
て
い
る
。
服
部
南
郭
の
『
唐
詩
選
』
は
四
百
六
十
五
首
を
収
録
す
る
が
、『
唐
詩
解
頤
』
は
そ
の
四
百
六
十
五
首
に
王
維
の
三

首
と
王
昌
齡
の
二
首
を
加
え
た
合
計
四
百
七
十
首
を
収
録
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
四
百
七
十
首
の
う
ち
、
大
典
は
百
三
十
三
首
に
補
入
を
行

な
っ
た
（
二
十
八
％
（。
こ
れ
だ
け
多
く
補
入
し
て
い
る
以
上
は
、『
唐
詩
解
頤
』
を
読
む
こ
と
は
す
な
わ
ち
こ
の
補
入
を
し
っ
か
り
と
読
み
解
く

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

本
章
で
は
大
典
に
よ
る
補
入
の
体
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。
各
々
の
作
品
の
分
類
帰
属
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
関

心
に
も
と
づ
く
主
観
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
が
絶
対
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
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（
一
（
動
詞
句
・
形
容
詞
句
を
補
っ
て
、
状
況
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。
補
入
が
文
の
述
語
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
連
用
修
飾
語
と
な
る
こ

と
も
あ
る
。

① 
「
使
清
夷
軍
入
居
庸
」（
高
適
（
の
第
三
句
第
四
句
「
不
知
邊
地
別
、
祗
訝
客
衣
單
」
に
は
「
不
知
邊
地
別
【
多
寒
氣
】、
祗
訝
客
衣
單
」
の

よ
う
に
「
多
寒
氣
」
の
三
字
を
補
入
し
、
補
入
に
と
も
な
っ
て
必
要
に
な
る
送
り
仮
名
と
返
り
点
の
修
正
と
追
加
を
行
な
っ
て
い
る
。
服
部

南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
辺
地
の
別
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
祗
（
た
だ
（
客
衣
（
か
く
い
（
の
単
（
ひ
と
え
（
な
る
を
訝
（
い
ぶ
か
（

る
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
邊
地
の
別
【
に
寒
氣
多
き
】
こ
と
を
知
ら
ず
、
祗
客
衣
單
な
る
を
訝
る
」
と
な
る
。（

注
六
（

「
邊
地
別
（
辺
地
は
格
別
だ
（」
と
い
う
、
本
来
は
主
語
述
語
構
造
の
述
語
「
別
」
を
、「
格
別
に
（
多
い
（」
と
い
う
副
詞
と
し
て
と
ら
え
、

「
寒
氣
多
」
を
主
語
「
邊
地
」
の
述
語
と
し
て
補
入
し
（
漢
語
の
文
法
で
は
主
述
述
語
と
い
う
。
小
主
語
「
寒
氣
」
＋
小
述
語
「
多
」
が
大

主
語
「
邊
地
」
の
大
述
語
と
な
る
（、
ど
う
し
て
格
別
な
の
か
を
読
者
に
分
か
り
や
す
く
提
示
し
た
わ
け
で
あ
る
。

② 

「
登
岳
陽
樓
」（
杜
甫
（
の
第
五
句
第
六
句
「
親
朋
無
一
字
、
老
病
有
孤
舟
」
に
は
「
親
朋
無
一
字
【
相
存
問
】、
老
病
【
無
家
而
只
】
有
孤

舟
」
の
よ
う
に
補
入
す
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
親
朋　

一
字
無
く
、
老
病　

孤
舟
有
り
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し

た
が
え
ば
「
親
朋
一
字
【
の
相
存
問
す
る
】
無
く
、
老
病 

【
家
無
く
し
て
只
だ
】
孤
舟
有
り
」
と
な
る
。
こ
こ
で
は
ど
う
い
う
「
一
字
」
す

ら
無
い
の
か
「
無
」
の
目
的
語
と
な
る
動
詞
句
を
補
入
し
、
ど
う
し
て
「
孤
舟
」
な
の
か
「
無
家
」
と
い
う
述
語
と
接
続
詞
「
而
」、「
有
」

を
修
飾
す
る
副
詞
「
只
」
と
を
補
入
し
て
、
そ
の
状
況
を
読
者
に
提
示
す
る
。

③ 

「
同
王
徵
君
洞
庭
有
懷
」（
張
謂
（
の
第
五
句
第
六
句
「
不
用
開
書
帙
、
偏
宜
上
酒
樓
」
に
は
「
不
用
開
書
帙
、
偏
宜
上
酒
樓
【
以
遣
客
愁
】」

の
よ
う
に
補
入
す
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
用
い
ず　

書
帙
（
し
ょ
ち
つ
（
を
開
く
こ
と
を
、
偏
（
ひ
と
え
（
に
宜
（
よ
ろ

し
（
し
く
酒
楼
に
上
る
べ
し
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
書
帙
を
開
く
こ
と
を
用
い
ず
、
偏
に
宜
く
酒
樓
に
上
【
っ
て
以

て
客
愁
を
遣
る
】
べ
し
」
と
な
る
。
接
続
詞
「
以
」
の
後
に
「
遣
客
愁
」
を
補
っ
て
、
酒
楼
に
上
る
目
的
を
読
者
に
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
体
例
（
一
（
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
二
十
九
首
に
見
ら
れ
る
。「
書
堂
飲
既
夜
復
邀
李
尚
書
下
馬
月
下
賦
」（
杜
甫
（
で
は
詩
題
に
補
入
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し
て
い
る
の
み
で
本
文
に
は
な
い
。「
送
孔
巢
父
謝
病
歸
遊
江
東
兼
呈
李
白
」（
杜
甫
（・「
哀
江
頭
」（
杜
甫
（・「
使
清
夷
軍
入
居
庸
」（
高
適
（・

「
房
兵
曹
胡
馬
詩
」（
杜
甫
（・「
登
岳
陽
樓
」（
杜
甫
（
二
例
・「
同
王
徵
君
洞
庭
有
懷
」（
張
謂
（・「
奉
和
聖
製
送
尚
書
燕
國
公
赴
朔
方
」（
張
九

齡
（・「
送
祕
書
晁
監
還
日
本
」（
王
維
（
二
例
・「
送
柴
司
戶
充
劉
卿
判
官
之
嶺
外
」（
高
適
（・「
重
經
昭
陵
」（
杜
甫
（・「
冬
日
洛
城
北
謁
玄
元
皇

帝
廟
」（
杜
甫
（・「
江
陵
望
幸
」（
杜
甫
（・「
酬
郭
給
事
」（
王
維
（・「
登
樓
」（
杜
甫
（
二
例
・「
秋
興
四
首
」（
杜
甫
（・「
閣
夜
」（
杜
甫
（
二
例
・

「
送
朱
大
入
秦
」（
孟
浩
然
（・「
送
郭
司
倉
」（
王
昌
齡
（
二
例
・「
尋
隱
者
不
遇
」（
賈
島
（・「
哥
舒
歌
」（
西
鄙
人
（・「
贈
蘇
綰
書
記
」（
杜
審

言
（・「
聞
王
昌
齡
左
遷
龍
標
尉
遙
有
此
寄
」（
李
白
（・「
春
宮
曲
」（
王
昌
齡
（・「
少
年
行
」（
王
維
（・「
書
堂
飲
既
夜
復
邀
李
尚
書
下
馬
月
下
賦

−
詩
題
」（
杜
甫
（・「
九
曲
詞
」（
高
適
（・「
春
行
寄
興
」（
李
華
（・「
涼
州
詞
」（
張
籍
（・「
郡
中
即
事
」（
羊
士
諤
（。

（
二
（
名
詞
句
の
前
に
動
詞
を
補
入
し
名
詞
句
を
そ
の
目
的
語
に
変
換
す
る
。

　

詩
は
句
の
字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
名
詞
を
置
く
だ
け
で
そ
れ
と
関
係
す
る
動
詞
を
省
く
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
大
典
は
詩
人
の
意

識
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
動
詞
を
補
入
す
る
。

① 

「
感
遇
」（
張
九
齡
（
の
第
五
句
第
六
句
「
矯
矯
珍
木
巔
、
得
無
金
丸
懼
」
に
は
「【
在
】
矯
矯
珍
木
巔
、
得
無
金
丸
懼
【
耶
】」
の
よ
う
に
、

動
詞
「
在
」
を
補
っ
て
「
矯
矯
珍
木
巔
」
を
そ
の
目
的
語
に
す
る
（
第
六
句
の
文
末
助
詞
の
補
入
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
（。
服
部
南
郭
の

訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
矯
矯
（
き
ょ
う
き
ょ
う
（
た
る
珍
木
の
巔
（
い
た
だ
き
（、
金
丸
（
き
ん
が
ん
（
の
懼
（
お
そ
（
れ
無
き
こ
と
を
得

ん
や
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
矯
矯
【
と
し
て
】
珍
木
の
巔
【
に
在
り
】、
金
丸
の
懼
れ
無
き
こ
と
を
得
ん
【
や
】」

と
な
る
。
高
く
そ
び
え
る
木
の
梢
に
は
カ
ワ
セ
ミ
の
巣
が
あ
る
と
上
文
で
歌
っ
て
お
り
、「
そ
の
巣
が
珍
木
の
頂
に
あ
る
な
ら
ば
、（
パ
チ
ン

コ
の
（
弾
も
中
る
ま
い
」
と
い
う
説
明
的
な
句
に
し
て
読
ま
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
て
の
「
在
」
の
補
入
は
ほ
か
に
も
あ
る
。

② 

「
少
年
行
」（
王
維
（
の
第
一
句
「
出
身
仕
漢
羽
林
郎
」
に
は
「
出
身
仕
漢
【
為
】
羽
林
郎
」
の
よ
う
に
、
動
詞
「
為
」
を
補
っ
て
「
羽
林

郎
」
を
そ
の
目
的
語
に
す
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
出
身　

漢
に
仕
（
つ
か
（
ふ　

羽
林
郎
（
う
り
ん
ろ
う
（」
と
な
る
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が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
出
身
漢
に
仕
へ
【
て
】
羽
林
郎
【
と
為
る
】」
と
な
り
、「
羽
林
郎
」
と
い
う
役
職
に
「
つ
い
た
」
こ
と

を
明
示
す
る
。「
為
」
補
入
の
例
は
ほ
か
に
も
あ
り
、
同
じ
機
能
の
「
作
」
の
補
入
も
あ
る
。

③ 
「
重
經
昭
陵
」（
杜
甫
（
の
第
三
句
第
四
句
「
風
塵
三
尺
劍
、
社
稷
一
戎
衣
」
は
名
詞
＋
数
（
量
（
詞
＋
名
詞
と
い
う
羅
列
で
あ
る
が
、

「【
平
】
風
塵
【
以
】
三
尺
劍
、【
立
】
社
稷
【
在
】
一
戎
衣
」
の
よ
う
に
動
詞
「
平
」「
立
」「
在
」
と
前
置
詞
「
以
」
を
補
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
名
詞
句
を
そ
の
目
的
語
と
し
て
い
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
風
塵
（
ふ
う
じ
ん
（
三
尺
の
劍
、
社
稷
（
し
ゃ
し
ょ
く
（

一
戎
衣
（
い
ち
じ
ゅ
う
い
（」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
風
塵
【
を
平
ぐ
る
に
】 

三
尺
の
劍
【
を
以
て
し
】、
社
稷
【
を
立

つ
る
こ
と
】
一
戎
衣
【
に
在
り
】」
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
詞
句
が
ど
う
い
う
作
用
を
受
け
る
か
を
提
示
す
る
。

こ
の
体
例
（
二
（
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
二
十
二
首
に
見
ら
れ
る
。「
感
遇
」（
張
九
齡
（・「
玉
華
宮
」（
杜
甫
（・「
公
子
行
」（
劉
廷
芝
（・

「
代
悲
白
頭
翁
」（
劉
廷
芝
（・「
短
歌
行
贈
王
郎
司
直
」（
杜
甫
（・「
飲
中
八
仙
歌
」（
杜
甫
（・「
帝
京
篇
」（
駱
賓
王
（
二
例
・「
使
至
塞
上
」（
王

維
（・「
宿
龍
興
寺
」（
綦
毋
潛
（・「
同
餞
陽
將
軍
兼
源
州
都
督
御
史
中
丞
」（
蘇
頲
（・「
陪
張
丞
相
自
松
滋
江
東
泊
渚
宮
」（
孟
浩
然
（・「
重
經
昭

陵
（
杜
甫
（
二
例
・「
紅
樓
院
應
制
」（
沈
佺
期
（・「
送
朱
大
入
秦
」（
孟
浩
然
（・「
田
家
春
望
」（
高
適
（・「
幽
州
」（
李
益
（・「
聞
王
昌
齡
左
遷

龍
標
尉
遙
有
此
寄
」（
李
白
（・「
與
史
郎
中
欽
聽
黃
鶴
樓
上
吹
笛
」（
李
白
（・「
長
信
秋
詞
三
首
之
三
」（
王
昌
齡
（
南
郭
本
未
収
・「
出
塞
行
」

（
王
昌
齡
（・「
送
薛
大
赴
安
陸
」（
王
昌
齡
（・「
少
年
行
」（
王
維
（・「
送
李
判
官
之
潤
州
行
營
」（
劉
長
卿
（。

（
三
（
動
詞
の
補
入
に
は
右
の
二
機
能
の
ほ
か
に
、
以
下
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
有
す
る
補
入
が
あ
る
。

① 

動
詞
句
の
前
に
「
欲
」
を
補
入
し
て
意
志
願
望
を
明
示
す
る
。「
盧
溪
別
人
」（
王
昌
齡
（・「
九
曲
詞
」（
高
適
（。
②
動
詞
「
謂
」
を
補
入
し

以
下
の
語
句
が
発
言
内
容
・
思
考
内
容
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。「
至
端
州
驛
見
杜
五
審
言
沈
三
佺
期
閻
五
朝
隱
王
二
無
競
題
壁
慨
然
成

詠
」（
宋
之
問
（・「
送
孔
巢
父
謝
病
歸
遊
江
東
兼
呈
李
白
」（
杜
甫
（。
③
「
問
知
」
を
文
頭
に
置
き
そ
の
文
が
質
問
の
結
果
得
た
情
報
で
あ

る
こ
と
を
示
す
。「
使
至
塞
上
」（
王
維
（。
④
「
～
し
て
い
る
」
と
い
う
持
続
相
を
示
す
「
有
」
を
補
入
す
る
。「
竹
里
館
」（
王
維
（。
⑤
動



日本漢文学研究 11

— （0 —

作
の
目
的
を
示
す
動
詞
句
を
補
入
し
て
連
動
句
に
す
る
。「
後
出
塞
」（
杜
甫
（・「
丹
青
引
贈
曹
將
軍
霸
」（
杜
甫
（。「
後
出
塞
」
で
は
「
部

伍
各
見
招
【
而
聽
号
令
】」
す
な
わ
ち
「
部
伍
各
招
（
よ
ば
（
れ
て
【
号
令
を
聽
く
】」
と
い
う
訓
読
に
な
る
。
⑥
も
と
の
動
詞
句
を
補
入
名

詞
の
修
飾
語
に
変
え
、
全
体
を
有
字
句
に
変
換
す
る
。「
九
日
」（
崔
國
輔
（。「
九
日
陶
家
雖
【
有
】
載
酒
【
之
興
】」
す
な
わ
ち
「
九
日　

陶
家　

酒
を
載
す
る
【
興
有
り
】
と
雖
ど
も
」
と
い
う
訓
読
に
な
る
。
⑦
可
能
を
表
す
動
詞
「
得
」
を
句
の
前
に
置
く
。「
冬
日
洛
城
北
謁

玄
元
皇
帝
廟
」（
杜
甫
（（

注
七
（

（
四
（
原
詩
の
動
詞
の
前
に
助
動
詞
を
補
入
す
る
。

「
酌
酒
與
裴
迪
」（
王
維
（
の
第
一
句
「
酌
酒
與
君
君
自
寬
」
に
は
「
酌
酒
與
君
君
【
須
】
自
寬
【
心
】」
の
よ
う
に
「
寛
」
の
目
的
語
「
心
」

と
と
も
に
、当
為
の
助
動
詞
「
須
」
を
補
う
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
酒
を
酌
ん
で
君
に
与
ふ　

 

君
自
（
み
ず
か
（
ら
寬
（
ゆ
る
（

ふ
せ
よ
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
酒
を
酌
ん
で
君
に
與
ふ 　

君
自
ら
【
心
を
】
寬
ふ
【
す
べ
し
】」
と
な
っ
て
、
命
令
口
調

「
せ
よ
」
が
「
～
す
る
が
よ
い
」
と
い
う
語
気
の
緩
ん
だ
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
変
わ
る
。

こ
の
体
例
（
四
（
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
八
首
に
見
ら
れ
る
。「
丹
青
引
贈
曹
將
軍
霸
」（
杜
甫
（・「
長
安
古
意
」（
盧
照
鄰
（・「
秋
思
」（
李

白
（・「
冬
日
洛
城
北
謁
玄
元
皇
帝
廟
」（
杜
甫
（・「
酌
酒
與
裴
迪
」（
王
維
（・「
雜
詩
二
首
」（
王
維
（
南
郭
未
収
・「
尋
隱
者
不
遇
」（
賈
島
（・

「
少
年
行
」（
王
維
（。

（
五
（
補
入
に
よ
っ
て
人
物
を
明
示
、
あ
る
い
は
人
物
の
属
性
を
明
示
す
る
。

① 

「
帝
京
篇
」（
駱
賓
王
（
に
は
「
趙
李
」「
蕭
朱
」「
田
竇
」「
衛
霍
」「
馬
卿
」
と
い
う
よ
う
に
、
氏
名
の
一
部
の
み
を
入
れ
た
詩
句
が
あ
る
。

大
典
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
「
趙
【
飛
燕
】・
李
【
婕
妤
】」「
蕭
【
育
】・
朱
【
博
】」「
田
【
蚡
】・
竇
【
嬰
】」「
衛
【
青
】・
霍
【
去
病
】」

「【
司
】
馬
【
長
】
卿
」
の
よ
う
に
フ
ル
ネ
ー
ム
に
し
て
示
す
。
こ
れ
ら
は
注
釈
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
本
文
に
補
入
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し
て
、
そ
の
う
え
で
訓
読
に
読
み
込
む
の
で
あ
る
。

② 
「
長
安
古
意
」（
盧
照
鄰
（
の
第
十
七
句
第
十
八
「
借
問
吹
簫
向
紫
煙
、
曾
經
學
舞
度
芳
年
」
に
は
「
借
問
吹
簫
向
紫
煙
【
之
人
】、
曾
經
學

舞
度
芳
年
【
者
也
】」
の
よ
う
に
「
之
人
」
や
「
者
」
な
ど
を
補
っ
て
、
そ
の
前
の
語
句
が
人
物
を
表
す
こ
と
を
示
す
。
服
部
南
郭
の
訓
点

に
し
た
が
え
ば
「
借
問
（
し
ゃ
も
ん
（
す　

簫
（
し
ょ
う
（
を
吹
い
て
紫
煙
に
向
ふ
、
曾
（
か
つ
（
て
経
（
へ
（
て
舞
を
学
ん
で
芳
年
（
ほ

う
ね
ん
（
を
度
（
わ
た
（
り
し
こ
と
を
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
簫
を
吹
て
紫
煙
に
向
ふ
【
人
を
】
借
問
す
れ
ば
、
曾

經
（
か
つ
て
（
舞
を
學
ん
で
芳
年
を
度
（
す
ご
し
（
き
【
者
な
り
】」
と
な
っ
て
、
南
郭
の
解
で
は
第
十
八
句
は
質
問
の
内
容
に
な
る
が
、

大
典
の
解
で
は
質
問
の
回
答
に
な
り
、
現
代
の
諸
訳
注
の
と
る
解
釈
に
合
致
す
る
。（

注
八
（

「
帝
京
篇
」（
駱
賓
王
（
の
第
八
十
三
句
「
紅
顏
宿
昔
白
頭
新
」
に
は
「
紅
顏
【
之
人
交
蜜
如
從
】
宿
昔
白
頭
【
之
人
交
疎
如
】
新
【
相
識
】」

の
よ
う
に
丁
寧
に
補
い
、
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
紅
顏
宿
昔
（
し
ゅ
く
せ
き
（　

白
頭
新
な
り
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た

が
え
ば
「
紅
顔
【
の
人　

交
（
ま
じ
わ
（
り
蜜
な
る
こ
と
】
宿
昔
【
從
す
る
が
如
し
】
白
頭
【
の
人　

交
り
疎
な
る
こ
と
】
新
な
る
【
相
識
の
如

し
】」
と
な
っ
て
も
は
や
ほ
と
ん
ど
散
文
の
語
句
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
。

こ
の
体
例
（
五
（
②
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
五
首
に
見
ら
れ
る
。「
長
安
古
意
」（
盧
照
鄰
（・「
帝
京
篇
」（
駱
賓
王
（
二
例
・「
野
望
」（
王

績
（・「
長
干
曲
」（
崔
顥
（・「
奉
送
五
叔
入
京
兼
寄
綦
毋
三
」（
李
頎
（。

③ 

「
代
悲
白
頭
翁
」（
劉
廷
芝
（
の
第
十
七
句
第
十
八
句
「
公
子
王
孫
芳
樹
下
、
清
歌
妙
舞
落
花
前
」
に
は
「【
与
】
公
子
王
孫
【
在
】
芳
樹

下
、【
同
】
清
歌
妙
舞
【
于
】
落
花
前
」
の
よ
う
に
、
動
詞
「
在
」「
同
」
や
前
置
詞
「
于
」
を
補
う
と
と
も
に
、
人
物
が
随
伴
者
で
あ
る
こ

と
を
示
す
前
置
詞
「
与
」
を
補
入
す
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
公
子
王
孫　

芳
樹
（
ほ
う
じ
ゅ
（
の
下
（
も
と
（、
清
歌
妙

舞　

落
花
の
前
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
公
子
王
孫
【
と
】
芳
樹
の
下
に
【
在
て
】、
清
歌
妙
舞
【
を
】
落
花
の
前
に

【
同
じ
ふ
し
き
】」
と
な
る
。
そ
う
訓
読
す
る
こ
と
で
、
白
頭
翁
と
公
子
王
孫
と
の
関
係
が
明
示
さ
れ
、
今
は
白
髪
の
老
人
も
か
つ
て
は
公
子

王
孫
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
花
園
で
の
宴
会
を
楽
し
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
詩
意
が
明
ら
か
に
な
る
。
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こ
の
体
例
（
五
（
③
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
十
首
に
見
ら
れ
る
。「
代
悲
白
頭
翁
」（
劉
廷
芝
（・「
下
山
歌
」（
宋
之
問
（・「
帝
京
篇
」（
駱
賓

王
（・「
使
至
塞
上
」（
王
維
（・「
醉
後
贈
張
九
旭
」（
高
適
（・「
浥
湖
山
寺
」（
張
説
（・「
長
干
曲
」（
崔
顥
（・「
江
南
行
」（
張
潮
（・「
登
樓
寄
王

卿
」（
韋
應
物
（・「
寄
楊
侍
御
」（
包
何
（。

④ 

「
送
別
」（
王
維
（
の
第
五
句
「
但
去
莫
復
問
」
に
は
「【
君
】
但
去
【
吾
】
莫
復
問
」
の
よ
う
に
「
君
」「
吾
」
二
つ
の
主
語
を
補
入
し
て
い

る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
但
（
た
だ
（
去
れ
復
（
ま
（
た
問
ふ
こ
と
な
か
れ
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば

「【
君
】
但
去
れ
【
吾
】
復
た
問
ふ
こ
と
莫
か
ら
ん
」
と
な
り
、
南
郭
が
相
手
に
こ
れ
以
上
問
う
な
と
い
う
解
釈
を
し
た
の
に
対
し
て
、
自
分

は
こ
れ
以
上
問
う
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
動
作
主
体
の
解
釈
が
南
郭
の
解
釈
と
は
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
現
代
の

諸
訳
注
の
解
釈
に
合
致
す
る
。

こ
の
体
例
（
五
（
④
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
六
首
に
見
ら
れ
る
。「
送
別
」（
王
維
（
二
例
・「
幽
居
」（
韋
應
物
（・「
長
安
古
意
」（
盧
照

鄰
（・「
遙
同
杜
員
外
審
言
過
嶺
」（
沈
佺
期
（・「
青
樓
曲
」（
王
昌
齡
（・「
少
年
行
」（
王
維
（。

（
六
（
場
所
を
明
確
化
す
る
た
め
の
語
句
を
補
入
を
す
る
。

① 

「
哀
江
頭
」（
杜
甫
（
の
第
十
四
句
「
血
汚
遊
魂
歸
不
得
」
に
は
「
血
汚
【
馬
嵬
路
上
】
遊
魂
歸
不
得
」
の
よ
う
に
血
が
汚
し
た
と
こ
ろ
「
馬

嵬
路
上
」
を
補
入
し
て
具
体
的
な
場
所
を
明
示
し
て
い
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
血
汚
（
け
が
（
し
て
遊
魂
歸
る
こ
と
を
得

ず
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
血
【
馬
嵬
路
上
に
】
汚
し
て
遊
魂
歸
る
こ
と
得
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
事
件
と
そ
れ
が
た

め
に
歴
史
上
有
名
に
な
っ
た
地
名
と
を
関
係
づ
け
る
読
み
に
な
る
。

こ
の
体
例
（
六
（
①
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
五
首
に
見
ら
れ
る
。「
哀
江
頭
」（
杜
甫
（・「
贈
喬
琳
」（
張
謂
（・「
龍
池
篇
」（
沈
佺
期
（・「
蜀

中
九
日
」（
王
勃
（・「
少
年
行
」（
王
維
（。

② 

「
公
子
行
」（
劉
廷
芝
（
の
第
五
句
第
六
句
「
綠
波
清
迴
玉
為
砂
、
青
雲
離
披
錦
作
霞
」
に
は
「
綠
波
【
之
涯
】
清
迴
玉
為
砂
、
青
雲
【
之
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際
】
離
披
錦
作
霞
」
の
よ
う
に
領
属
助
詞
「
之
」
と
場
所
を
表
す
普
通
名
詞
「
涯
」「
際
」
を
補
入
し
て
、
普
通
名
詞
「
綠
波
」「
青
雲
」
を

場
所
化
し
て
主
語
の
役
割
を
は
ず
し
、
も
と
の
一
句
二
文
を
一
句
一
文
の
構
造
に
変
え
て
い
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
綠
波

清
迴
（
せ
い
け
い
（　

玉
を
砂
（
い
さ
ご
（
と
為
（
な
（
し
、
青
雲
離
披
（
り
ひ
（　

錦
（
に
し
き
（
を
霞
（
か
す
み
（
と
作
（
な
（
す
」
と

な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
綠
波
【
の
涯
】
清
迴
と
し
て
玉
を
砂
と
為
（
し
（、
青
雲
【
の
際
】
離
披
と
し
て
錦
を
霞
と
作

（
す
（」
と
な
る
。

文
法
的
効
果
は
全
く
同
じ
で
は
な
い
が
、
こ
の
体
例
（
六
（
②
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
十
一
首
に
見
ら
れ
る
。「
送
孔
巢
父
謝
病
歸
遊
江
東

兼
呈
李
白
」（
杜
甫
（・「
城
傍
曲
」（
王
昌
齡
（・「
帝
京
篇
」（
駱
賓
王
（・「
扈
從
登
封
途
中
作
」（
宋
之
問
（・「
酬
蘇
員
外
味
道
夏
晚
寓
直
省
中
見

贈
」（
沈
佺
期
（・「
奉
和
聖
製
送
尚
書
燕
國
公
赴
朔
方
」（
張
九
齡
（・「
返
照
」（
杜
甫
（・「
江
行
無
題
」（
錢
起
（・「
清
平
調
詞
三
首
之
二
」（
李

白
（・「
黃
鶴
樓
送
孟
浩
然
之
廣
陵
」（
李
白
（（

注
九
（・「

送
杜
十
四
之
江
南
」（
孟
浩
然
（（

注
十
（

③ 

（
四
（
①
に
引
い
た
「
冬
日
洛
城
北
謁
玄
元
皇
帝
廟
」（
杜
甫
（
の
第
十
一
句
第
十
二
句
「
世
家
遺
舊
史
、
道
德
付
今
王
」
に
は
「【
雖
】
世

家
遺
【
于
】
舊
史
、【
得
】
道
德
付
【
于
】
今
王
」
の
よ
う
に
、「
舊
史
」「
今
王
」
の
前
に
前
置
詞
「
于
」
を
補
入
し
、
そ
の
後
ろ
の
名
詞

句
が
広
い
意
味
で
そ
の
前
の
動
詞
の
動
作
が
行
わ
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
こ
の
前
置
詞
は
し
ば
し
ば
省
略
さ
れ
る
、
と
い
う

よ
り
元
来
付
加
さ
れ
な
い
構
文
が
少
な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
訓
読
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
く
、
同
じ
読
み
に
な
る
。

こ
の
体
例
（
六
（
③
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
四
首
に
見
ら
れ
る
。「
代
悲
白
頭
翁
」（
劉
廷
芝
（・「
冬
日
洛
城
北
謁
玄
元
皇
帝
廟
」（
杜
甫
（

二
例
・「
閣
夜
」（
杜
甫
（
二
例
・「
返
照
」（
杜
甫
（。

（
七
（
時
間
を
表
す
語
句
を
補
入
す
る
。

① 

「
送
劉
校
書
從
軍
」（
楊
炯
（
の
第
十
句
「
琴
尊
此
日
同
」
に
は
「
琴
尊
此
日
【
暫
得
相
】
同
」
の
よ
う
に
動
詞
「
得
」
範
囲
副
詞
「
相
」
の

ほ
か
に
時
間
副
詞
「
暫
」
を
補
入
す
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
琴
尊
（
き
ん
そ
ん
（ 

此
の
日
同
じ
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
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点
に
し
た
が
え
ば
「
琴
尊
此
の
日
【
暫
く
相
】
同
じ
【
く
す
る
こ
と
】
を
【
得
た
り
】」
と
な
っ
て
、
た
と
え
時
間
は
短
く
て
も
惜
別
の
情

を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
喜
ぶ
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

こ
の
体
例
（
七
（
①
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
三
首
に
見
ら
れ
る
。「
送
劉
校
書
從
軍
」（
楊
炯
（・「
奉
和
聖
製
送
尚
書
燕
國
公
赴
朔
方
」（
張

九
齡
（・「
思
君
恩
」（
令
狐
楚
（
二
例
。

② 

「
涼
州
詞
」（
王
翰
（
の
第
二
句
「
欲
飲
琵
琶
馬
上
催
」
に
は
「
欲
飲
【
之
時
】
琵
琶
馬
上
催
」
の
よ
う
に
領
属
助
詞
「
之
」
と
時
間
名
詞

「
時
」
を
補
入
し
て
時
態
を
明
示
す
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
飲
ま
ん
と
欲
し
て
琵
琶
（
び
わ
（
馬
上
（
ば
じ
ょ
う
（
に
催

（
も
よ
お
（
す
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
飲
ま
ん
と
欲
す
る
の
時 

琵
琶
馬
上
に
催
す
」
と
な
り
、
正
に
そ
の
時
と
い
う

時
態
を
明
示
す
る
。

　

こ
の
体
例
（
七
（
②
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
五
首
に
見
ら
れ
る
。「
飲
中
八
仙
歌
」（
杜
甫
（・「
臨
洞
庭
」（
孟
浩
然
（・「
聽
江
笛
送
陸
侍

御
」（
韋
應
物
（・「
涼
州
詞
」（
王
翰
（・「
江
南
行
」（
張
潮
（
二
例
。（

注
十
一
（

（
八
（
単
音
節
語
を
二
音
節
化
し
て
語
義
を
明
確
に
す
る
。

① 

「
闕
下
贈
裴
舍
人
」（
錢
起
（
の
第
五
句
「
陽
和
不
散
窮
途
恨
」
に
は
「
陽
和
不
【
消
】
散
窮
途
恨
」
の
よ
う
に
「
消
」
字
を
補
入
し
、単
音

節
動
詞
「
散
」
を
二
音
節
動
詞
「
消
散
」
に
し
て
、
多
義
語
「
散
」
の
語
義
を
明
確
に
し
て
い
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
陽

和
（
よ
う
か
（ 

窮
途
（
き
ゅ
う
と
（
の
恨
を
散
（
さ
ん
（
ぜ
ず
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
陽
和 

窮
途
の
恨
を
【
消
】

散
せ
ず
」
と
な
り
「
恨
み
を
消
す
」
と
い
う
詩
意
が
明
確
に
な
る
。

こ
の
体
例
（
八
（
①
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
四
首
に
見
ら
れ
る
。「
經
下
邳
圯
橋
懷
張
子
房
」（
李
白
（・「
奉
和
聖
製
送
尚
書
燕
國
公
赴
朔

方
」（
張
九
齡
（・「
冬
日
洛
城
北
謁
玄
元
皇
帝
廟
」（
杜
甫
（・「
闕
下
贈
裴
舍
人
」（
錢
起
（。

② 

前
項
は
動
詞
の
二
音
節
化
で
あ
る
が
、
名
詞
の
二
音
節
化
も
存
在
す
る
。「
丹
青
引
贈
曹
將
軍
霸
」（
杜
甫
（
の
第
二
句
「
於
今
為
庶
為
清
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門
」
に
は
「
於
今
為
庶
【
姓
】
為
清
門
」
の
よ
う
に
「
姓
」
字
を
補
入
し
、
単
音
節
名
詞
「
庶
」
を
二
音
節
名
詞
「
庶
姓
」
に
し
て
、
多
義

語
「
庶
」
の
語
義
を
明
確
に
し
て
い
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
今
に
於
い
て
庶
（
し
ょ
（
為
（
た
（
れ
ど
も
清
門
為
（
た
（

り
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
今
に
庶
【
姓
】
為
れ
ど
も
清
門
為
り
」
と
な
る
。

　

此
の
体
例
（
八
（
②
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
十
五
首
に
見
ら
れ
る
。「
丹
青
引
贈
曹
將
軍
霸
」（
杜
甫
（・「
邯
鄲
少
年
行
」（
高
適
（・「
長

安
古
意
」（
盧
照
鄰
（
三
例
・「
送
劉
校
書
從
軍
」（
楊
炯
（
三
例
・「
奉
和
晦
日
幸
昆
明
池
應
制
」（
宋
之
問
（・「
和
許
給
事
中
直
夜
簡
諸
公
」（
張

九
齡
（
二
例
・「
奉
和
聖
製
送
尚
書
燕
國
公
赴
朔
方
」（
張
九
齡
（・「
陪
張
丞
相
自
松
滋
江
東
泊
渚
宮
」（
孟
浩
然
（・「
冬
日
洛
城
北
謁
玄
元
皇
帝

廟
（
杜
甫
（・「
紅
樓
院
應
制
」（
沈
佺
期
（
二
例
・「
宣
政
殿
退
朝
晚
出
左
掖
」（
杜
甫
（・「
黃
河
即
事
寄
府
縣
僚
友
：
詩
題
」（
韋
應
物
（・「
奉
和

庫
部
盧
四
兄
曹
長
元
日
朝
回
」（
韓
愈
（・「
渡
湘
江
」（
杜
審
言
（・「
封
大
夫
破
播
仙
凱
歌
二
首
」（
岑
參
（。

③ 

「
宿
龍
興
寺
」（
綦
毋
潛
（
の
第
六
句
「
青
蓮
喩
法
微
」
に
は
「
青
蓮
喩
法
微
【
妙
】」
の
よ
う
に
「
妙
」
字
を
補
入
し
、
単
音
節
形
容
詞

「
微
」
を
二
音
節
形
容
詞
「
微
妙
」
に
し
て
、
多
義
形
容
詞
「
微
」
の
語
義
を
明
確
に
し
て
い
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
青

蓮
（
せ
い
れ
ん
（ 

喩
法
（
ゆ
ほ
う
（
微
（
び
（
な
り
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
青
蓮 

法
に
喩
へ
て
微
【
妙
】
な
り
」

と
な
る
。

こ
の
体
例
（
八
（
③
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
二
首
に
見
ら
れ
る
。「
宿
龍
興
寺
」（
綦
毋
潛
（・「
同
餞
陽
將
軍
兼
源
州
都
督
御
史
中
丞
」（
蘇

頲
（。④ 

「
醉
後
贈
張
九
旭
」（
高
適
（
の
第
一
句
「
世
上
謾
相
識
」
に
は
「
世
上
【
皆
泛
】
謾
相
識
」
の
よ
う
に
副
詞
「
皆
」
字
を
補
入
す
る
と
と
も

に
、
単
音
節
副
詞
「
謾
」
を
二
音
節
副
詞
「
泛
謾
」
に
し
て
、「
い
い
加
減
に
・
適
当
に
」
の
語
意
を
明
確
に
し
て
い
る
。
服
部
南
郭
の
訓

点
に
し
た
が
え
ば
「
世
上
謾
（
ま
ん
（
に
相
識
（
あ
い
し
（
る
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
世
上
【
皆
泛
】
謾
に
相
識

る
」
と
な
る
。

こ
の
体
例
（
八
（
④
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
二
首
に
見
ら
れ
る
。「
幽
居
」（
韋
應
物
（・「
醉
後
贈
張
九
旭
」（
高
適
（。
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⑤ 

「
帝
京
篇
」（
駱
賓
王
（
の
第
四
十
七
句
「
倡
家
桃
李
自
芬
菲
」
に
は
「
倡
家
桃
李
【
各
】
自
芬
菲
」
の
よ
う
に
単
音
節
代
詞
「
自
」
を
二
音

節
代
詞
「
各
自
」
に
し
て
、「
自
」
が
ほ
か
の
品
詞
語
義
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
倡
家
の
桃
李 

自

（
お
の
づ
か
（
ら
芬
菲
（
ほ
う
ひ
（」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
倡
家
の
桃
李
【
各
】
自
に
芬
菲
」
と
な
り
、「
桃
李
が
自

ず
と
」
の
意
で
は
な
く
「
桃
李
の
そ
れ
ぞ
れ
が
」
の
意
に
解
釈
し
直
さ
れ
る
。
代
詞
の
二
音
節
化
は
こ
れ
が
唯
一
の
例
で
あ
る
。

（
九
（
詩
に
は
様
々
な
比
喩
表
現
が
あ
る
の
で
、
比
喩
表
現
が
生
ず
る
状
況
を
説
明
し
た
り
、
詩
中
の
語
句
が
比
喩
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
す
る

よ
う
な
補
入
が
あ
る
。

① 

「
與
高
適
薛
據
登
慈
恩
寺
浮
圖
」（
岑
參
（
の
第
十
一
句
「
連
山
若
波
濤
」
に
は
「
連
山
【
低
視
】
若
波
濤
」
の
よ
う
に
動
詞
句
「
低
視
」
を

補
入
し
て
波
濤
の
ご
と
く
見
え
る
条
件
を
明
示
す
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
連
山 

波
濤
（
は
と
う
（
の
若
（
ご
と
（
く
」

と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
連
山
【
低
視
し
て
】
波
濤
の
若
し
」
と
な
る
。

　

こ
の
体
例
（
九
（
①
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
二
首
に
見
ら
れ
る
。「
與
高
適
薛
據
登
慈
恩
寺
浮
圖
」（
岑
參
（・「
烏
夜
啼
」（
李
白
（。

② 

「
高
都
護
驄
馬
行
」（
杜
甫
（
の
第
十
四
句
「
走
過
掣
電
傾
城
知
」
に
は
「
走
過
【
猶
如
】
掣
電
傾
城
知
」
の
よ
う
に
「
猶
如
」
を
補
入
し

て
、
以
下
の
語
句
が
比
喩
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
走
過 

掣
電
（
せ
い
で
ん
（ 

城
を
傾
け
て
知
る
」

と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
走
過
す
る
こ
と
【
猶
】
掣
電
【
の
如
し
】
城
傾
（
こ
ぞ
つ
（
て
知
る
」
と
な
り
、「
掣
電
」
が

比
喩
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
。

こ
の
体
例
（
九
（
②
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
七
首
に
見
ら
れ
る
。
補
入
す
る
語
と
し
て
は
「
猶
」「
如
」「
似
」
な
ど
。「
高
都
護
驄
馬
行
」

（
杜
甫
（・「
丹
青
引
贈
曹
將
軍
霸
」（
杜
甫
（・「
帝
京
篇
」（
駱
賓
王
（・「
行
次
昭
陵
」（
杜
甫
（・「
重
經
昭
陵
」（
杜
甫
（
二
例
・「
宿
瑩
公
禪
房
聞

梵
」（
李
頎
（・「
客
中
行
」（
李
白
（。 
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（
十
（
普
通
名
詞
に
語
句
を
追
加
し
て
意
味
を
敷
衍
す
る
補
入
が
あ
る
。

「
登
辨
覺
寺
」（
王
維
（
の
第
八
句
「
觀
世
得
無
生
」
に
は
「
觀
世
【
界
相
】
得
無
生
」
の
よ
う
に
「
世
」
字
に
「
界
相
」
の
語
句
を
加
え
て
語

義
を
敷
衍
し
て
い
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
世
を
觀
（
か
ん
（
じ
て
無
生
（
む
せ
い
（
を
得
た
り
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に

し
た
が
え
ば
「
世
【
界
の
相
】
を
觀
じ
て
無
生
を
得
た
り
」
と
な
る
。
何
を
観
じ
る
か
、
そ
の
対
象
が
極
め
て
明
快
に
理
解
で
き
る
。

こ
の
体
例
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
十
四
首
に
見
ら
れ
る
。「
述
懷
」（
魏
徵
（・「
登
辨
覺
寺
」（
王
維
（・「
使
至
塞
上
」（
王
維
（・「
胡
笳
曲
」

（
王
昌
齡
（・「
送
柴
司
戶
充
劉
卿
判
官
之
嶺
外
」（
高
適
（・「
再
入
道
場
紀
事
」（
沈
佺
期
（・「
奉
和
聖
製
從
蓬
萊
向
興
慶
閣
道
中
留
春
雨
中
春
望

之
作
應
制
」（
王
維
（・「
送
李
少
府
貶
峽
中
王
少
府
貶
長
沙
」（
高
適
（・「
望
野
」（
杜
甫
（・「
贈
蘇
綰
書
記
」（
杜
審
言
（・「
聞
王
昌
齡
左
遷
龍
標

尉
遙
有
此
寄
」（
李
白
（・「
春
思
二
首
之
二
」（
賈
至
（・「
山
房
春
事
」（
岑
參
（・「
渡
桑
乾
」（
賈
島
（。

（
十
一
（
名
詞
句
の
前
に
修
飾
語
や
限
定
語
や
指
示
詞
等
を
補
入
す
る
。

「
短
歌
行
贈
王
郎
司
直
」（
杜
甫
（
の
第
六
句
「
西
得
諸
侯
櫂
錦
水
」
に
は
「
西
得
【
遇
賢
】
諸
侯
櫂
錦
水
」
の
よ
う
に
動
詞
「
遇
」
と
同
時
に

「
諸
侯
」
を
修
飾
す
る
「
賢
」
字
を
補
入
し
、「
諸
侯
」
が
単
な
る
諸
侯
で
は
な
く
見
識
を
備
え
た
諸
侯
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
服
部
南
郭
の
訓
点

に
し
た
が
え
ば
「
西
の
か
た
諸
侯
を
得
て 

錦
水
に
棹
（
さ
お
（
さ
さ
ば
」
と
な
る
が
（
南
郭
は
「
櫂
」
を
「
棹
」
に
作
る
（、
大
典
の
訓
点
に
し

た
が
え
ば
「
西
の
か
た
【
賢
】
諸
侯
【
に
遇
こ
と
を
】
得
て
錦
水
に
櫂
さ
さ
ば
」
と
な
る
。

こ
の
体
例
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
十
一
首
に
見
ら
れ
る
。「
韋
諷
錄
事
宅
觀
曹
將
軍
畫
馬
圖
引
」（
杜
甫
（・「
邯
鄲
少
年
行
」（
高
適
（・「
帝

京
篇
（
駱
賓
王
（・「
長
寧
公
主
東
莊
侍
宴
」（
李
嶠
（・「
紅
樓
院
應
制
」（
沈
佺
期
（・「
五
日
觀
妓
」（
萬
楚
（・「
黃
河
即
事
寄
府
縣
僚
友
：
詩

題
」（
韋
應
物
（・「
陸
勝
宅
秋
雨
中
探
韻
（
張
南
史
（・「
蜀
中
九
日
」（
王
勃
（・「
九
曲
詞
」（
高
適
（・「
楊
柳
枝
」（
段
成
式
（。
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（
十
二
（
色
々
な
接
続
詞
を
補
入
し
て
語
句
の
関
係
を
明
確
化
す
る
。

① 
「
高
都
護
驄
馬
行
」（
杜
甫
（
の
第
二
句
「
聲
價
欻
然
來
向
東
」
に
は
「【
固
有
】
聲
價
【
而
】
欻
然
來
向
東
」
の
よ
う
に
副
詞
「
固
」
動
詞

「
有
」
を
補
う
ほ
か
に
、
接
続
詞
「
而
」
を
補
入
し
て
因
果
関
係
を
明
示
す
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
聲
價
（
せ
い
か
（
欻

然
（
こ
つ
ぜ
ん
（
と
し
て 

來
た
り
て
東
（
ひ
ん
が
し
（
に
向
か
ふ
」
に
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「【
固
よ
り
】
聲
價
【
有
り

て
】
欻
然
と
し
て
東
に
來
た
る
」
と
な
る
。
た
だ
、
こ
の
関
係
概
念
は
訓
読
に
直
接
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
体
例
（
十
二
（
①
に
属
す
る
補
入
は
以
下
の
三
首
に
見
ら
れ
る
。「
烏
夜
啼
」（
李
白
（・「
高
都
護
驄
馬
行
」（
杜
甫
（・「
冬
日
洛
城
北
謁

玄
元
皇
帝
廟
」（
杜
甫
（。

② 

例
句
は
省
く
が
、「
返
照
」（
杜
甫
（・「
尋
隱
者
不
遇
」（
賈
島
（・「
哥
舒
歌
」（
西
鄙
人
（
の
三
首
で
は
逆
接
の
接
続
詞
を
補
入
し
、「
少
年

行
」（
王
維
（
で
は
仮
定
の
接
続
詞
を
補
入
す
る
。

（
十
三
（
句
意
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
各
種
の
前
置
詞
を
補
入
す
る
。

「
丹
青
引
贈
曹
將
軍
霸
」（
杜
甫
（
の
第
十
六
句
「
英
姿
颯
爽
來
酣
戰
」
に
は
「
英
姿
颯
爽
【
似
】
來
【
自
】
酣
戰
」
の
よ
う
に
比
喩
を
明
示
す

る
動
詞
「
似
」
と
同
時
に
起
点
を
示
す
前
置
詞
「
自
」
を
補
入
す
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
英
姿
颯
爽
（
さ
っ
そ
う
（
と
し
て 

酣
戰
（
か
ん
せ
ん
（
よ
り
來
た
る
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
英
姿
颯
爽
と
し
て
酣
戰
よ
り
來
た
る
【
に
似
た
り
】」
と
な

る
。「
よ
り
」
に
つ
い
て
い
え
ば
前
置
詞
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
訓
読
は
同
様
に
は
な
る
が
、
前
置
詞
が
あ
る
と
原
文
を
読
む
際
に
は
明
解
な
補

助
に
な
る
。

起
点
を
示
す
前
置
詞
は
こ
の
ほ
か
に
、「
出
塞
行
」（
王
昌
齡
（・「
渡
揚
子
江
」（
丁
仙
芝
（
が
あ
り
、
場
所
を
示
す
前
置
詞
「
向
」
を
補
入
し

た
「
逢
入
京
使
」（
岑
參
（
や
、
比
較
を
示
す
前
置
詞
「
于
」
を
補
入
し
た
「
丹
青
引
贈
曹
將
軍
霸
」（
杜
甫
（
な
ど
が
あ
る
。
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（
十
四
（
句
意
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
各
種
の
副
詞
を
補
入
す
る
。

「
醉
後
贈
張
九
旭
」（
高
適
（
の
第
一
句
「
世
上
謾
相
識
」
に
は
「
世
上
【
皆
泛
】
謾
相
識
」
の
よ
う
に
単
音
節
語
「
謾
」
を
二
音
節
化
す
る

「
泛
」
字
の
補
入
と
同
時
に
、
範
囲
副
詞
「
皆
」
字
を
補
入
し
て
「
い
い
加
減
な
付
き
合
い
」
を
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
い
う
範
囲
を
示
し
て

い
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
世
上 

謾
（
ま
ん
（
に
相
識
（
あ
い
し
（
る
」
と
な
る
が
、大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
世
上
【
皆

泛
】
謾
に
相
識
る
」
と
な
る
。

範
囲
副
詞
の
補
入
は
ほ
か
に
「
登
岳
陽
樓
」（
杜
甫
（・「
送
劉
校
書
從
軍
」（
楊
炯
（・「
遙
同
杜
員
外
審
言
過
嶺
」（
沈
佺
期
（・「
竹
里
館
」（
王

維
（・「
出
塞
行
」（
王
昌
齡
（・「
涼
州
詞
」（
張
籍
（
な
ど
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
累
加
副
詞
「
亦
」
を
補
入
し
た
「
代
悲
白
頭
翁
」（
劉
廷
芝
（
や
、
逆
接
副
詞
「
却
」
を
補
入
し
た
「
登
樓
」（
杜
甫
（
が
あ

る
。

（
十
五
（
漢
語
は
「
主
語
＋
動
詞
＋
目
的
語
」
タ
イ
プ
の
文
構
造
が
基
本
な
の
で
、
し
か
る
べ
き
目
的
語
が
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
判
断
か
ら
目
的

語
を
補
入
す
る
。

「
奉
和
聖
製
暮
春
送
朝
集
使
歸
郡
」（
王
維
（
の
第
十
句
「
歸
分
漢
主
憂
」
に
は
「
歸
【
郡
國
】
分
漢
主
憂
」
の
よ
う
に
目
的
語
「
郡
國
」
を
補

入
し
て
文
を
安
定
し
た
も
の
に
し
て
い
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
歸
っ
て
漢
主
の
憂
（
う
れ
（
へ
を
分
（
わ
か
（
つ
」
と
な
る

が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「【
郡
國
に
】
歸
っ
て
漢
主
の
憂
を
分
か
つ
」
と
な
る
。

同
様
な
補
入
は
「
送
朱
大
入
秦
」（
孟
浩
然
（
に
も
み
ら
れ
る
が
、「
送
劉
評
事
充
朔
方
判
官
賦
得
征
馬
嘶
」（
高
適
（
の
場
合
は
授
与
動
詞

「
贈
」
に
第
二
目
的
語
「
此
詩
」
を
補
入
す
る
と
い
う
も
の
で
、
大
典
の
語
法
認
識
の
高
さ
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
芙
蓉
樓
送
辛

漸
」（
王
昌
齡
（
で
は
動
詞
「
問
」
の
目
的
語
と
し
て
問
い
の
具
体
的
な
内
容
を
補
入
し
て
い
る
。
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（
十
六
（
漢
語
の
文
法
に
は
補
語
と
い
う
日
本
語
の
文
法
の
枠
組
み
に
は
な
い
も
の
が
あ
り
、
句
意
か
ら
み
て
適
切
な
補
語
を
補
入
す
る
。

「
公
子
行
」（
劉
廷
芝
（
の
二
十
一
句
と
二
十
二
句
「
願
作
輕
羅
著
細
腰
、
願
為
明
鏡
分
嬌
面
」
に
は
「
願
作
輕
羅
著
【
在
】
細
腰
、
願
為
明
鏡

分
【
取
】
嬌
面
」
の
よ
う
に
、
結
果
補
語
「
在
」「
取
」
を
補
入
し
て
い
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
願
（
ね
が
（
は
く
は
輕
羅
と

作
っ
て
細
腰
（
さ
い
よ
う
（
に
著
（
つ
（
か
ん
、
願
は
く
は
明
鏡
と
為
っ
て
嬌
面
（
き
ょ
う
め
ん
（
を
分
（
わ
か
（
た
ん
」
と
な
る
が
、
大
典
の

訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
願
は
輕
羅
と
作
（
な
り
（
て
細
腰
に
著
【
在
】
せ
ん
、
願
は
明
鏡
と
為
（
な
り
（
て
嬌
面
を
分
【
取
】
せ
ん
」
と
な
っ

て
、
訓
読
と
し
て
は
か
え
っ
て
煩
わ
し
く
な
る
が
、
原
文
の
句
意
は
明
確
に
な
る
。
結
果
補
語
の
補
入
は
ほ
か
に
「
飲
中
八
仙
歌
」（
杜
甫
（・

「
送
李
回
」（
李
頎
（・「
登
樓
」（
杜
甫
（・「
奉
和
嚴
武
軍
城
早
秋
」（
杜
甫
（
な
ど
に
見
ら
れ
、「
聞
王
昌
齡
左
遷
龍
標
尉
遙
有
此
寄
」（
李
白
（
の

場
合
は
動
詞
「
過
」
に
方
向
補
語
「
來
」
を
補
入
す
る
。

（
十
七
（（
疑
問
・
指
示
（
代
詞
に
名
詞
を
補
入
し
指
示
対
象
を
明
確
化
す
る
。

「
早
發
始
興
江
口
至
虛
氏
村
作
」（
宋
之
問
（
の
第
十
五
句
「
何
當
首
歸
路
」
に
は
「
何
【
時
】
當
首
歸
路
」
の
よ
う
に
「
何
」
が
何
を
指
す
か

を
明
示
す
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
何
（
い
つ
（
か
當
（
ま
さ
（
に
歸
路
に
首
（
む
か
（
ふ
べ
き
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に

し
た
が
え
ば
「
何
【
時
か
】
當
に
歸
路
に
首
（
む
か
（
ひ
」
と
な
る
。
こ
れ
も
訓
読
自
体
に
は
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
が
、
原
文
の
句
意
は

分
か
り
や
す
く
な
る
。
同
様
の
補
入
は
「
陪
張
丞
相
自
松
滋
江
東
泊
渚
宮
」（
孟
浩
然
（・「
奉
使
巡
檢
兩
京
路
種
果
樹
事
畢
入
秦
因
詠
歌
」（
鄭

審
（
に
も
見
ら
れ
る
。

（
十
八
（
理
由
を
示
す
「
～
故
也
」
な
ど
の
語
句
を
補
入
す
る
。

「
送
張
子
尉
南
海
」（
岑
參
（・「
班
婕
妤
二
首
之
二
」（
王
維
（
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
が
、
二
つ
目
の
も
の
は
南
郭
本
に
は
未
収
の
作
品
で
あ
る
。
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（
十
九
（
領
属
助
詞
「
之
」
を
補
入
す
る
。

「
人
日
寄
杜
二
拾
遺
」（
高
適
（・「
長
安
古
意
」（
盧
照
鄰
（・「
紅
樓
院
應
制
」（
沈
佺
期
（・「
勅
賜
百
官
櫻
桃
」（
王
維
（・「
蜀
中
九
日
（
王

勃
（・「
渡
湘
江
」（
杜
審
言
（
な
ど
に
「
之
」
の
補
入
が
見
ら
れ
る
が
、
訓
読
自
体
に
は
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
働
き
を
す
る
も
の
と
し
て
、「
代
悲
白
頭
翁
」（
劉
廷
芝
（
で
は
所
有
格
代
詞
「
吾
」
を
補
入
し
て
お
り
、
こ
の
有
無
は
訓

読
に
影
響
す
る
。「
今
年
花
落
ち
て
【
吾
が
】
顏
色
【
亦
】
改
ま
る
」
が
大
典
の
訓
読
で
あ
る
。

（
二
十
（「
所
」
字
句
を
補
入
す
る
。

「
題
松
汀
驛
」（
張
祜
（
の
第
六
句
「
人
煙
小
徑
通
」
に
は
「
人
煙
【
所
起
】
小
徑
通
」
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
所
字
句
を
補
入
し
て
、
そ
こ
で
何

が
起
こ
っ
て
い
る
か
を
提
示
す
る
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
人
煙 

小
徑
（
し
ょ
う
け
い
（
通
ず
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し

た
が
え
ば
「
人
煙
【
の
起
る
所
】 

小
徑
通
ず
」
と
な
り
、
論
理
的
に
明
晰
な
も
の
と
な
る
。
同
様
な
補
入
に
は
「
秦
州
雜
詩
」（
杜
甫
（
に
二
例

あ
る
。

（
二
十
一
（
文
意
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
文
末
助
詞
を
補
入
す
る
。

「
感
遇
」（
張
九
齡
（
の
第
六
句
「
得
無
金
丸
懼
」
で
は
「
得
無
金
丸
懼
【
耶
】」
の
よ
う
に
補
入
す
る
が
、
訓
読
で
は
助
字
が
あ
っ
て
も
な
く

て
も
影
響
が
な
い
。
文
末
助
詞
の
補
入
は
ほ
か
に
「
幽
居
」（
韋
應
物
（・「
長
安
古
意
」（
盧
照
鄰
（
が
あ
る
が
、
後
者
は
反
語
を
示
す
副
詞

「
豈
」
と
同
時
に
「
耶
」
が
補
入
さ
れ
て
い
る
。

原
文
に
補
入
す
る
の
は
右
に
分
類
し
た
も
の
が
す
べ
て
で
、
ほ
か
に
「
早
發
始
興
江
口
至
虛
氏
村
作
」（
宋
之
問
（
で
は
、
原
文
に
補
入
は
せ

ず
返
り
点
の
み
の
訂
正
補
入
の
例
が
あ
る
。
ち
な
み
に
本
論
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
原
文
に
字
句
を
補
入
し
。
そ
れ
に
と
も
な
う
返
り
点
の

訂
正
が
あ
る
場
合
に
は
、
大
典
は
煩
を
い
と
わ
ず
も
と
の
返
り
点
と
訂
正
し
た
返
り
点
と
を
併
記
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
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六
、
補
入
の
先
例
と
大
典
の
補
入

大
典
の
右
に
紹
介
し
た
よ
う
な
補
入
は
、
先
達
の
先
例
に
倣
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。『
唐
詩
解
頤
』
の
刊
行
に
先
立
つ
二
年
前
、
一
七
七
四

年
に
『
唐
詩
集
注
』（

注
十
二
（

を
刊
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
巻
首
「
凡
例
」
に
以
下
の
よ
う
に
言
う
（
原
文
は
漢
文
に
返
り
点
送
り
仮
名
つ
き
。
い

ま
書
き
下
し
て
示
す
（。

「
蕅
益
大
師
の
佛
經
を
註
す
る
、
多
く
一
二
の
語
を
挿
入
し
て
以
て
本
文
を
補
ふ
。
簡
に
し
て
解
し
易
し
。
物
氏
「
絶
句
解
」
を
作
る
に
一
に

斯
法
を
以
て
す
。
今
亦
往
往
に
之
を
用
い
領
會
し
易
か
ら
し
む
」

蕅
益
大
師
と
は
明
の
学
僧
智
旭
（
一
五
九
九
年
生
ま
れ
一
六
五
五
年
卒
（
の
こ
と
で
あ
る
。
智
旭
、
俗
姓
は
鍾
，
字
智
旭
，
蕅
益
と
号
し
た
。

天
台
宗
の
僧
で
あ
っ
た
が
、
禅
宗
・
華
厳
宗
・
法
相
宗
に
通
じ
、
晩
年
に
は
浄
土
宗
の
教
義
も
お
さ
め
、
そ
の
九
祖
と
な
っ
た
。
い
ま
全
二
十
一

冊
の
『
蕅
益
大
師
全
集
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
一
三
年
（
が
伝
わ
る
。

『
唐
詩
集
注
』「
凡
例
」
に
い
う
蕅
益
補
入
の
例
は
、
た
と
え
ば
『
佛
說
阿
彌
陀
經
要
解
』
に
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。『
佛
說
阿
彌
陀
經

要
解
』
は
鳩
摩
羅
什
訳
の
『
佛
說
阿
彌
陀
經
』
に
詳
細
な
注
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
鳩
摩
羅
什
訳
本
文
に
「
如
是
我
聞
。
一
時
佛
在

舍
衞
國
祇
樹
給
孤
獨
園
與
大
比
丘
僧
。
千
二
百
五
十
人
俱
。
皆
是
大
阿
羅
漢
【
之
位
。
其
德
為
】
眾
所
知
識
」
の
よ
う
に
、「
之
位
。
其
德
為
」

を
補
入
し
て
い
る
。（

注
十
三
（

こ
う
い
う
補
入
は
、
お
そ
ら
く
明
代
の
注
解
の
特
色
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
に
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
も
の
で

あ
る
。（

注
十
四
（

「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
方
式
を
受
け
た
の
が
荻
生
徂
徠
の
『
絶
句
解
』
で
あ
る
。『
絶
句
解
』
は
一
七
二
三
年
享
保
八
年
ご
ろ
の
成
稿
で
、

一
七
三
二
年
享
保
一
七
年
の
刊
本
と
（
服
部
南
郭
序
（
一
七
六
三
年
宝
暦
一
三
年
の
刊
本
と
が
あ
る
（
後
者
は
荻
生
金
谷
・
宇
佐
美
灊
水
の
校
訂
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句
読
本
（。（

注
十
五
（

い
ま
河
出
書
房
新
社
版
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
五
巻
に
収
め
る
『
絶
句
解
』
に
つ
い
て
み
る
と
、
徂
徠
の
補
入
は
ほ
と
ん
ど
が
一
字
で
、
二
字

の
補
入
も
散
見
す
る
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
三
字
以
上
は
ま
れ
で
、
李
樊
竜
の
七
絶
に
注
解
を
つ
け
た
『
滄
冥
七
絶
三
百
首
解
』
の
以
下
の

例
な
ど
は
珍
し
い
。

「
寄
呉
明
卿
」
そ
の
第
五
首
の
第
一
区
と
第
二
句
に
「
長
吏
應
憐
（

君
拱

立
於

（
道
路
傍
。（

君
能
如

此　

則

（
三
年
參
佐
（

亦
可

謂　

（
有
輝
光
」
の
よ
う
に
「
君
拱
立

於
」「
君
能
如
此
則
」「
亦
可
謂
」
を
補
入
し
て
い
る
。
徂
徠
は
生
前
の
刊
行
書
に
訓
釈
を
付
け
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、（

注
十
六
（

没
後
刊

行
の
『
滄
冥
七
絶
三
百
首
解
』
に
も
訓
点
は
つ
い
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
は
中
国
語
で
直
読
す
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
あ
え
て
補
入
を

加
え
て
訓
読
す
る
と
「
長
吏
應
に
憐
れ
む
べ
し
【
君
】
道
路
の
傍
【
に
拱
立
せ
し
を
】。【
君
能
く
此
の
如
く
ん
ば
則
ち
】
三
年
參
佐
す
る
も

【
亦
】
輝
光
あ
り
【
と
謂
ふ
可
し
】」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
荻
生
徂
徠
全
集
』
で
の
訓
読
は
こ
の
補
入
を
挟
注
と
判
断
し
て
訓
読
し
な

い
。「
長
吏
應
に
憐
れ
む
べ
し
道
路
の
傍
ら
、
三
年
參
佐
し
輝
光
あ
り
」
と
読
む
だ
け
で
あ
る
。
徂
徠
の
補
入
は
恐
ら
く
直
読
用
な
い
し
は
黙
読

用
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
訓
読
し
な
い
と
い
う
の
も
一
つ
の
見
識
で
は
あ
る
。
た
だ
、
訓
読
が
あ
く
ま
で
も
読
者
サ
ー
ビ
ス
と
考
え
る
な
ら

ば
、
補
入
を
加
え
た
訓
読
も
あ
っ
て
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

七
、
結
語

こ
れ
ま
で
述
べ
来
っ
た
よ
う
に
、
蕅
益
大
師
と
荻
生
徂
徠
の
補
入
の
法
を
受
け
て
、
大
典
は
『
唐
詩
集
注
』
を
ま
と
め
た
の
で
あ
る
が
、『
唐

詩
集
注
』
に
お
け
る
補
入
は
六
十
四
首
に
見
ら
れ
る
。『
唐
詩
集
注
』
刊
行
の
二
年
後
に
出
た
『
唐
詩
解
頤
』
で
は
百
三
十
三
首
に
補
入
が
見
ら

れ
、
補
入
が
二
倍
以
上
に
増
加
し
た
。
一
方
で
、『
唐
詩
集
注
』
の
補
入
を
『
唐
詩
解
頤
』
で
は
不
採
用
に
し
た
も
の
も
三
分
の
一
近
く
、
二
十

四
首
に
存
在
す
る

。（
注
十
七
（

こ
れ
を
要
す
る
に
、『
唐
詩
集
注
』
の
補
入
は
宇
野
明
霞
の
仕
事
で
あ
っ
て
、
大
典
は
明
霞
の
補
入
を
取
捨
選
択
し
、
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そ
れ
に
新
規
の
補
入
を
行
っ
て
『
唐
詩
解
頤
』
を
撰
述
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、『
唐
詩
集
注
』
の
補
入
は
本
文
の
訓
点
と
は
関
係
が
な
く
、『
絶
句
解
』
と
同
じ
よ
う
な
性
格
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、『
唐
詩
解
頤
』
で
は
詩
の
本
文
に
含
め
て
訓
読
し
、『
唐
詩
集
注
』
に
施
さ
れ
た
旧
点
を
修
正
す
る
べ
く
新
点
を
打
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
蕅
益
大
師
に
源
を
発
し
、
荻
生
徂
徠
と
宇
野
明
霞
を
通
じ
て
伝
わ
っ
た
補
入
読
解
法
が
、
こ
こ
に
及
ん
で
よ
う
や
く
訓
読
と
し
て
結
実
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

荻
生
徂
徠
の
訓
点
は
『
六
諭
衍
義
』
の
白
話
傍
訓
を
除
く
と
門
人
に
よ
る
付
加
が
多
く
、
ど
こ
に
徂
徠
独
自
の
訓
読
が
見
ら
れ
る
か
、
こ
れ
ま

で
具
体
例
で
も
っ
て
十
分
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。（

注
十
八
（

本
論
は
釈
大
典
の
補
入
読
解
法
の
分
析
を
通
じ
て
、
詩
に
関
す
る
限
り
、

た
と
え
黙
読
で
は
あ
っ
て
も
、
徂
徠
独
自
の
訓
読
法
が
こ
の
補
入
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
示
唆
で
き
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

注（
注
一
（
山
岸
徳
平
『
近
世
漢
文
学
史
』（
一
九
八
七
年
、
汲
古
書
院
（
に
も
大
潮
・
明
霞
の
伝
記
や
著
書
や
作
品
の
紹
介
が
あ
る
。
た
だ
し
関
連
人
物
の
文
字
表
記
な

ど
に
は
、
人
名
辞
典
等
の
誤
り
を
襲
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
注
二
（
徳
田
武
「
宇
野
明
霞
の
訓
法
の
悲
劇
」（『
江
戸
漢
学
の
世
界
』
一
九
九
〇
年
、
ぺ
り
か
ん
社
（
で
は
石
見
論
文
を
参
照
し
な
が
ら
も
、『
文
語
解
』『
詩
語
解
』

と
も
に
「
明
霞
の
著
述
と
し
て
扱
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
『
明
霞
遺
稿
』
中
の
難
読
の
読
み
を
定
め
て
ゆ
く
こ
と
が
許
さ
れ
る
」
と
し
て
論
述
す
る
が
、『
詩

語
解
』
ま
で
を
明
霞
の
著
述
と
す
る
の
は
、
和
文
漢
文
の
相
違
す
ら
無
視
す
る
点
で
、
賛
成
し
か
ね
る
。
た
だ
し
、
徳
田
氏
の
所
論
そ
の
も
の
に
は
大
き
く
抵
触

は
し
な
い
。
傾
聴
す
べ
き
所
論
で
あ
る
。

（
注
三
（
安
永
五
年
初
刊
本
は
日
付
の
左
下
に
「
平
安
書
林
文
林
軒
欽
行
」、
欄
外
に
「
京
室
町
通
六
角
下
ル
町
田
原
勘
兵
衛
」
の
文
字
が
見
え
る
が
、
再
刊
本
で
は
削

ら
れ
て
い
る
（
初
刊
の
情
報
は
一
橋
大
学
の
公
開
画
像
に
拠
っ
た
（。

（
注
四
（
た
だ
し
、
書
誌
情
報
で
は
、
書
名
の
読
み
を
「
と
う
し
か
い
し
ん
」
と
誤
り
、
大
典
の
識
語
も
「
寛
政
十
一
年
庚
申
五
月
」
と
年
次
を
誤
っ
て
紹
介
す
る
。

（
注
五
（http://collections.lib.niigata-u.ac.jp/bibliograph/search

の
画
面
か
ら
『
唐
詩
解
頤
』
の
検
索
が
可
能
で
あ
る
。

（
注
六
（
服
部
南
郭
の
訓
読
は
日
野
龍
夫
校
注
『
唐
詩
選
国
字
解
』
１
・
２
・
３
（
一
九
八
二
年
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
（
に
よ
っ
た
。『
唐
詩
解
頤
』
の
返
り
点
送
り
仮

名
は
補
入
前
の
も
の
と
補
入
後
の
も
の
と
が
併
記
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
訓
点
を
表
記
で
き
な
い
の
で
、
補
入
後
の
訓
点
に
し
た
が
っ
て
書
き
下
し
て
示
し
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た
。

（
注
七
（「
冬
日
洛
城
北
謁
玄
元
皇
帝
廟
」（
杜
甫
（
の
第
十
一
句
第
十
二
句
「
世
家
遺
舊
史
、
道
德
付
今
王
」
に
は
「【
雖
】
世
家
遺
【
于
】
舊
史
、【
得
】
道
德
付

【
于
】
今
王
」
の
よ
う
に
、
接
続
詞
「
雖
」
前
置
詞
「
于
」
な
ど
と
も
に
可
能
を
表
す
動
詞
「
得
」
を
補
う
。
服
部
南
郭
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
世
家
（
せ
い

か
（　

旧
史
（
き
ゅ
う
し
（
に
遺
（
の
こ
（
し
、
道
德　

今
王
（
こ
ん
お
う
（
に
付
（
ふ
（
す
」
と
な
る
が
、
大
典
の
訓
点
に
し
た
が
え
ば
「
世
家
舊
史
に
遺
せ

ど
も
、
道
德
今
王
に
付
す
【
る
こ
と
を
得
た
り
】」
と
な
る
。
老
子
が
『
史
記
』
に
名
を
残
す
だ
け
で
な
く
、
杜
甫
が
参
詣
し
た
新
建
の
老
子
廟
の
威
容
に
よ
っ

て
、
今
の
世
に
も
そ
の
教
え
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
、
そ
の
可
能
性
を
前
景
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
補
入
の
効
果
が
大
き
い
例
で
あ
る
。

（
注
八
（『
唐
詩
選
国
字
解
』
１
の
日
野
龍
夫
氏
【
補
説
】
に
は
「
国
字
解
の
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
と
い
う
。

（
注
九
（「
黃
鶴
樓
送
孟
浩
然
之
廣
陵
」
で
は
方
位
詞
「
東
」
が
補
入
さ
れ
て
い
る
。
方
位
詞
の
補
入
は
ほ
か
に
は
な
い
。

（
注
十
（「
送
杜
十
四
之
江
南
」
の
第
一
句
「
荊
吳
相
接
水
為
鄉
」
に
「
荊
吳
相
接
【
之
處
】
水
為
鄉
」
の
よ
う
に
動
詞
句
「
荊
吳
相
接
」
を
場
所
名
詞
「
處
」
の
修
飾

語
に
し
て
し
ま
い
、「
荊
吳
相
ひ
接
【
す
る
の
處
】
水
鄉
と
為
る
」
と
訓
読
す
る
。
動
詞
句
に
場
所
名
詞
を
補
入
し
た
唯
一
の
例
で
あ
る
。

（
注
十
一
（「
聽
江
笛
送
陸
侍
御
」（
韋
應
物
（
で
は
「
別
後
」、「
江
南
行
」（
張
潮
（
で
は
「
去
歳
」「
今
年
」
な
ど
と
い
う
具
体
的
な
時
間
名
詞
を
補
う
点
が
ほ
か
の

も
の
と
は
若
干
異
な
る
。

（
注
十
二
（『
唐
詩
集
注
』
は
国
立
国
会
図
書
館
の
著
者
情
報
に
よ
れ
ば
、
明
李
攀
龍
撰
・
明
蒋
一
葵
注
・
明
唐
汝
詢
解
・
宇
野
鼎
纂
・
釋
顯
常
集
補
と
な
っ
て
い
る
。

国
会
図
書
館
で
は
鮮
明
な
画
像
を
公
開
し
て
い
て
容
易
に
閲
覧
や
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
あ
る
。

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/（（（（（（（

（
注
十
三
（
姚
秦
三
藏
法
師
鳩
摩
羅
什
譯
・
清
西
有
沙
門
蕅
益
智
旭
解
の
『
佛
說
阿
彌
陀
經
要
解
』
は
以
下
の
サ
イ
ト
に
テ
キ
ス
ト
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

http://w
w

w
.ouyi.m

ym
ailer.com

.tw
/ouyihtm

/00（/00（-1.htm

（
注
十
四
（「
お
そ
ら
く
は
」
と
言
う
よ
う
に
推
測
の
域
を
出
な
い
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
外
典
で
確
か
な
補
入
の
実
例
を
見
出
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
明

代
の
独
特
な
評
釈
の
在
り
方
、
た
と
え
ば
金
聖
歎
の
『
杜
詩
解
』
が
、
本
文
挟
注
に
短
評
と
、
詩
の
後
に
詳
細
な
評
釈
で
あ
る
「
解
」
を
併
記
し
た
体
裁
は
、
ど

ち
ら
も
メ
タ
言
語
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
体
裁
か
ら
ほ
ん
の
一
歩
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
言
語
（
＝
詩
の
本
文
（
と
同
レ
ベ
ル
の
語
句
を
補
入
す
る
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
一
歩
は
大
変
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
の
一
歩
で
は
あ
る
が
、
今
後
さ
ら
に
探
索
し
て
ゆ
き
た
い
。

（
注
十
五
（『
荻
生
徂
徠
全
集
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
七
年
（
第
五
巻
『
絶
句
解
・
絶
句
解
拾
遺
』
の
解
説
に
よ
る
。

（
注
十
六
（
原
念
斎
『
先
哲
叢
談
』
徂
徠
の
第
十
七
条
。

（
注
十
七
（
同
一
の
「
首
」
の
な
か
に
お
い
て
複
数
の
箇
所
の
補
入
を
不
採
用
に
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、【　

】
の
単
位
で
見
る
と
、
三
十
箇
所
が
不
採
用
に
あ
た
る
。

（
注
十
八
（
徂
徠
の
訓
読
理
念
に
つ
い
て
の
考
察
は
少
な
く
な
い
。
近
年
に
お
い
て
も
『「
訓
読
」
論
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
（
に
収
め
る
中
村
春
作
「「
訓
読
」

の
思
想
史
」
や
田
尻
祐
一
郎
「〈
訓
読
〉
問
題
と
古
文
辞
学
」
な
ど
、
訓
読
を
否
定
し
た
徂
徠
の
学
が
、
逆
に
宇
野
明
霞
の
助
字
研
究
の
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
に

な
っ
た
り
、
そ
の
後
の
古
典
研
究
が
訓
読
で
は
な
く
訳
読
の
方
向
に
向
か
い
つ
つ
、
時
代
性
を
意
識
し
た
古
語
の
研
究
に
向
か
っ
た
な
ど
の
論
説
が
あ
る
。
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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　

・
唐
詩
選　

・
唐
詩
解
頤　

・
訓
読　

・
釈
大
典　

・
荻
生
徂
徠




